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生
活
保
護
費
負
担
金
の
増
加
な
ど
の
た

め
、
昨
年
度
当
初
予
算
対
比
で
一
億
五
千
八

百
九
十
六
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

市
債
…
六
十
八
億
三
千
五
百
二
十
万
円

減
税
補
て
ん
債
借
換
債
・
臨
時
財
政
対
策

債
の
減
少
な
ど
の
た
め
、
昨
年
度
当
初
予
算

対
比
で
百
一
億
五
千
二
百
八
十
万
円
の
減
と

な
り
ま
し
た
。

●
歳
出

霞
ケ
関
駅
周
辺
整
備
・
月
越
小
学
校
改

築
・
少
子
高
齢
社
会
に
向
け
た
総
合
的
な
福

祉
施
策
・
環
境
に
配
慮
し
た
施
策
の
推
進
な

ど
、
第
二
次
川
越
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
に
掲
げ
る
諸
施
策
に
計
画
的
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
や
多
様
な
市
民
要
望
に
的
確
に
応
え
る
施

策
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

総
務
費

第
三
次
川
越
市
総
合
計
画
の
策
定

将
来
の
川
越
を
見
据
え
、
活
力
に
満
ち
た

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
で
き
る

よ
う
な
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
の
整
備

業
務
核
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
都
市
機
能
を

集
積
し
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
地
域
社
会
形
成

の
た
め
、
共
同
事
業
者
で
あ
る
県
と
、
十
分

に
協
議
を
行
い
な
が
ら
基
本
構
想
を
策
定
し
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平
成
十
七
年
度
予
算
で
は
、
市
税
等
の
自

主
財
源
の
確
保
と
事
務
事
業
の
優
先
度
に
つ

い
て
厳
し
い
選
択
を
行
い
ま
し
た
。
現
在
の

財
政
環
境
を
、
既
存
の
事
務
事
業
の
見
直
し

の
機
会
と
し
て
と
ら
え
、
限
ら
れ
た
財
源
を

重
要
性
と
緊
急
性
の
高
い
事
業
に
重
点
的
か

つ
効
率
的
に
配
分
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
八
百
七
十

三
億
二
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
度
当

初
予
算
対
比
で
九
十
七
億
八
千
万
円
の
減
と

な
り
、10
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

な
お
、
昨
年
度
当
初
予
算
の
特
殊
要
因
で
あ

っ
た
、
減
税
補
て
ん
債
借か

り

換か
え

債
七
十
五
億
九

千
八
百
九
十
万
円
を
除
く
と
、
２
・
４
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
歳
入

市
税
…
四
百
七
十
五
億
六
千
五
百
二
十
八
万

六
千
円

法
人
市
民
税
・
固
定
資
産
税
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
昨
年
度
当
初
予
算
対
比
で

六
億
六
千
七
百
四
十
四
万
三
千
円
の
増
と
な

り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
…
二
十
億
円

地
方
財
政
計
画
の
伸
び
率
な
ど
を
参
考
に

し
た
結
果
、
昨
年
度
当
初
予
算
対
比
で
十
四

億
六
千
二
百
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
…
八
十
三
億
三
千
四
百
三
十
五

万
円

■
平
成
17
年
度
予
算
の
概
要
■

＊
「
平
成
17
年
度
予
算
の
概
要
」
で
は
、
完
成
前
の
施
設
に
付
く
（
仮
称
）
を

省
略
し
て
い
ま
す
。

＊
「
平
成
17
年
度
の
川
越
市
予
算
説
明
書
」
は
財
政
課
（
本
庁
舎
四
階
）
・
図

書
館
・
公
民
館
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す予

算

地
方
を
取
り
巻
く
財
政
環
境
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響
に
よ
り
一
般

財
源
収
入
が
減
少
す
る
な
ど
、
年
々
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。
本
市
の
新

年
度
予
算
に
お
い
て
も
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
大
幅
な
減
少
が
見
込
ま
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、
徹
底
し
た
行
政
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

自
主
財
源
の
積
極
的
な
確
保
に
努
め
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
推
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
方
分
権
の
先
導
役
を
担
う
中
核
市
と
し
て
、

移
譲
さ
れ
た
事
務
権
限
を
最
大
限
に
活
用
し
、
本
市
の
特
性
を
十
分
に
生
か
し

た
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
な

ど
、「
市
民
の
皆
さ
ん
が
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
、
魅
力
あ
る
ま
ち
川
越
」
の

実
現
に
向
け
、
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
市
政
の

発
展
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
財
政
課
財
政
担
当
・
℡
内
線
２
３
１
１

川越市長　舟橋功一

一
般
会
計
の
概
要

一
般
会
計
の
主
な
事
業
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て
、
事
業
化
を
推
進
し
ま
す
。

情
報
化
の
推
進

電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
運
用
開
始
な
ど
、

シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
進
め
、
電
子
市
役
所
の

実
現
を
図
り
ま
す
。

東
部
お
よ
び
大
東
地
区
地
域
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
整
備

そ
れ
ぞ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
合
意
形

成
を
図
り
な
が
ら
整
備
し
ま
す
。

防
犯
活
動
の
推
進

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
現
す
る
た
め
、
行
政
・
警
察
・
市
民
・

事
業
所
・
関
係
団
体
な
ど
が
連
携
を
図
り
、

犯
行
の
機
会
を
与
え
な
い
、
犯
罪
を
起
こ
さ

せ
な
い
地
域
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

交
通
関
係

市
内
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
図
る
た
め
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
な
ど
、
市
街
地

の
交
通
円
滑
化
方
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

ま
す
。
市
内
循
環
バ
ス
「
川
越
シ
ャ
ト
ル
」

に
つ
い
て
は
、
改
善
策
の
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
駅
周
辺
の
放
置
自
転
車
対

策
の
推
進
や
、
交
通
事
故
防
止
活
動
な
ど
の

交
通
安
全
施
策
の
推
進
を
図
り
、
交
通
安
全

対
策
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
南
古
谷
駅
に

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
進
め
ま
す
。

民
生
費

高
齢
者
福
祉

「
川
越
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
第
二

期
川
越
市
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
高
齢
化
の
進
展
を
見

据
え
て
、
第
三
期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
の
健
康
の
保
持
を
奨
励
し
て
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
健
康
長
寿
奨
励
金

支
給
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し
、
高
齢
者
の

ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
す
る
、
老
人
憩
い
の

家
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉

「
川
越
市
障
害
者
計
画
」
の
推
進
を
図
る

と
と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分

野
へ
参
加
で
き
る
「
完
全
参
加
と
平
等
」
の

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
次
期
計
画
を
策

定
し
ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
が
地
域
や
家
庭

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
居
宅
介
護
サ

ー
ビ
ス
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
策
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

児
童
福
祉

「
川
越
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計

画
」
に
基
づ
き
、
各
種
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
で
子
育
て
を

し
て
い
る
母
親
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
気
軽

に
集
い
、
交
流
が
図
れ
る
「
つ
ど
い
の
広
場
」

の
設
置
な
ど
、
少
子
化
対
策
に
積
極
的
に
取

り
組
み
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
支
給

就
学
前
ま
で
の
入
院
・
通
院
を
対
象
に
し

て
い
た
も
の
を
、
入
院
に
つ
い
て
は
、
中
学

校
卒
業
ま
で
拡
大
し
ま
す
。
通
院
に
つ
い
て

は
、
自
己
負
担
を
無
く
し
ま
す
。

■
平
成
17
年
度
予
算
の
概
要
■

＊事業費には、地方債償還金を含みます。

都市計画税は、都市計画事業などに要する費用に使うための目的
税です。この税金の使いみちとして、下記の事業を予定しています。

性質名 当初予算額（千円） 構成比（％） 性質の説明
人件費 21,429,684 24.5 職員の給料等にかかる経費

扶助費 14,151,079 16.2
生活困窮者・障害者・高齢者・乳幼児等
に対する給付や施設への入所措置等

物件費 14,052,582 16.1 物品の購入・光熱水費・管理委託等
投資的経費 10,133,016 11.6 建設事業等にかかる経費
繰出金 9,169,954 10.5 特別会計等に対する経費
公債費 8,090,511 9.3 借入金の返済金
補助費等 6,276,641 7.2 各種事業に対する補助等
その他 4,016,533 4.6 貸付金・維持補修費・出資金・積立金・予備費
合　計 87,320,000 100.0

事業名 事業費(千円) うち一般財源(千円) 充当都市計画税(千円) 構成比(％)
土地区画整理 2,243,113 937,513 845,795 32.4
公園 653,020 653,020 589,968 22.6
街路 763,319 509,469 459,444 17.6
新清掃センター等 717,968 717,968 647,398 24.8
都市下水路 73,187 73,187 67,872 2.6
合　計 4,450,607 2,891,157 2,610,477 100.0

一般会計歳出予算の性質別構成比

都市計画税の使途

市税（市税（54.554.5％）％）
47,565,28647,565,286千円千円
市税（54.5％）
47,565,286千円

市債（7.8％）6,835,200千円
諸収入（5.0％）4,351,827千円
地方消費税交付金（3.4％）2,952,000千円
繰入金（3.1％）2,668,300千円
その他（16.7％）14,613,037千円

一般会計

歳　入

民生費（30.8％）
26,929,998千円

教育費（14.4％）
12,583,816千円衛生費（14.1％）

12,271,374千円

国庫支出金（国庫支出金（9.59.5％）％）
8,334,3508,334,350千円千円
国庫支出金（9.5％）
8,334,350千円

＊その他の主な内容
繰越金（2.6％）$県支出金（2.5％）$地方譲与税（2.4％）
$地方交付税（2.3％）$地方特例交付金（2.0％）

市税（54.5％）
47,565,286千円

総務費（10.3％）8,978,964千円
公債費（9.3％）8,090,614千円
消防費（4.3％）3,740,080千円
その他（6.0％）5,305,407千円

一般会計

歳　出

民生費（民生費（30.830.8％）％）
26,929,99826,929,998千円千円
民生費（30.8％）
26,929,998千円

教育費（教育費（14.414.4％）％）
12,583,81612,583,816千円千円
教育費（14.4％）
12,583,816千円衛生費（衛生費（14.114.1％）％）

12,271,37412,271,374千円千円
衛生費（14.1％）
12,271,374千円

国庫支出金（9.5％）
8,334,350千円

土木費（10.8％）9,419,747千円

平成17年度予算の歳入・歳出規模
■一般会計 87,320,000千円（前年度比10.1％減）
■特別会計 82,062,659千円（前年度比 5.7％増）
総　　計 169,382,659千円（前年度比 3.1％減）
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衛
生
費

健
康
づ
く
り
対
策

市
民
の
皆
さ
ん
ひ
と
り
ひ
と
り
が
健
や
か

に
生
活
で
き
る
よ
う
、
健
康
増
進
事
業
・
健

康
診
査
・
健
康
教
育
・
健
康
相
談
事
業
な
ど

を
充
実
し
ま
す
。
ま
た
、
安
心
し
て
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
に
、
母
子
保

健
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

食
品
衛
生
対
策

飲
食
店
な
ど
の
監
視
・
指
導
、
食
中
毒
へ

の
迅
速
な
対
応
、
食
品
添
加
物
な
ど
の
適
正

表
示
の
指
導
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
食
に
関
す
る
安
全
を
確
保
し
ま
す
。

環
境
衛
生
対
策

旅
館
・
公
衆
浴
場
な
ど
の
監
視
を
通
じ

て
、
関
係
施
設
の
適
正
な
運
営
を
指
導
し
ま

す
。
ま
た
、
小
動
物
の
適
正
な
飼
い
方
の
啓

発
や
、動
物
愛
護
精
神
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助

引
き
続
き
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
設
置
費
補
助
事
業
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、

公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に
努

め
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
不
適
正
処
理
監
視

悪
質
・
巧
妙
化
す
る
産
業
廃
棄
物
等
の
不

法
投
棄
な
ど
に
対
し
て
は
、
不
適
正
処
理
等

監
視
員
を
配
置
し
て
監
視
体
制
を
強
化
し
、

不
法
投
棄
な
ど
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
分
別

収
集
等

集
団
回
収
の
促
進
・
生
ご
み
処
理
機
器
購

入
費
補
助
制
度
な
ど
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
り
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
包
装
類
を
分
別
収
集
し
、
資
源
の
有
効
利

用
と
ご
み
の
減
量
化
を
図
り
ま
す
。

労
働
費

就
職
面
接
会
の
開
催

若
年
者
の
就
労
を
支
援
す
る
た
め
、
国
な

ど
と
連
携
を
図
り
、
若
年
者
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

農
林
水
産
業
費

農
業
の
活
性
化
等

「
川
越
市
農
業
振
興
計
画
」
に
基
づ
く
施

策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
優
良
農
地
を
保
全

し
、農
業
生
産
基
盤
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

担
い
手
や
後
継
者
の
育
成
・
確
保
、
農
業
経

営
へ
の
支
援
を
行
い
、
農
産
物
の
安
定
供
給

の
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
消
費
者
が
求

め
る
安
全
・
安
心
で
新
鮮
な
農
産
物
の
生
産

と
供
給
を
図
る
た
め
、
循
環
型
農
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
農
産
物
直
売
所
の
整
備
を

推
進
す
る
な
ど
、
地
産
地
消
を
進
め
ま
す
。

商
工
費

商
工
業
振
興

商
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
は
、
商
店
街
の

環
境
整
備
を
始
め
、
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
ま
ち
づ
く
り

機
関
）
・
商
店
街
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
強

化
し
、
販
売
促
進
な
ど
各
種
事
業
に
対
す
る

積
極
的
な
支
援
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
工
業

振
興
施
策
に
つ
い
て
は
、
工
業
団
体
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
工
業
団
地
の
整
備
・
充
実
に

努
め
ま
す
。

義よ
し

経つ
ね

関
連
事
業
等
補
助

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
義
経
」
ゆ
か
り
の

地
で
あ
る
こ
と
や
、
さ
つ
ま
い
も
伝
来
四
百

年
を
契
機
に
、
市
民
の
郷
土
意
識
の
高
揚
と

一般会計の主な事業と予算額（単位＝千円）
総務費 全般的な管理事務などに使われるお金

第三次総合計画策定 10,352
電子申請共同システム開発・運用 12,477
地域振興ふれあい拠点施設整備 54,418
東部地域ふれあいセンター（南古谷等）建設 13,831
防犯活動の促進 29,016
鉄道等整備改善対策（南古谷駅バリアフリー施設整備） 56,794
緊急市町村道安全対策事業 30,000
民生費 福祉・年金・医療などに使われるお金

民間福祉施設補助（障害者施設） 78,212
民間福祉施設補助（高齢者施設） 636,994
健康長寿奨励金支給 198,100
老人憩いの家整備 72,830
民間保育所補助等 463,967
乳幼児医療費支給 647,388
つどいの広場事業 2,100
衛生費 保健衛生、環境衛生、ごみ・し尿処理などに使われるお金

特定不妊治療支援 8,000
基本健康診査 452,227
環境基本計画策定 4,216
住宅用太陽光発電システム設置費補助 28,000
西清掃センター補修整備 180,374
その他プラスチック製容器包装類分別収集 307,542
し尿処理施設整備 519,516
産業廃棄物不適正処理監視 11,540
労働費 失業対策や労働者のための施策などに使われるお金

就職面接会の開催 432
旧川越福祉センター運営事業補助 22,000
農林水産業費 農産物の生産振興や農地管理などに使われるお金

農業用機械借入補助 1,240
商工費 商工業振興・観光事業などに使われるお金

鏡山酒造跡地活用推進 33,450
義経関連事業等補助 8,500
新河岸川観光舟運 1,000
川越まつり協賛会補助 68,510
土木費 道路・公園などの維持補修や整備などに使われるお金

ゆずりあい道路整備 49,750
川越北環状線関連道路整備 34,000
霞ケ関駅周辺整備 2,038,756
本川越駅周辺地区整備 190,694
歴史的地区環境整備街路 117,000
森林公園整備 10,806
伊佐沼公園整備 19,500
消防費 消防・防災などに使われるお金

防災施設設置管理 42,669  
自主防災組織活動補助 5,400
災害時緊急マニュアル策定 1,000
教育費 小中学校の運営や生涯学習などに使われるお金

英語指導助手派遣事業 75,278
すくすく子どもサポーター配置事業 6,030
スクールボランチ事業 9,630
月越小学校改築等 602,500
河越館跡整備 27,786
高階地区公共施設建設 153,430



観
光
の
振
興
を
図
る
た
め
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
推
進
し
ま
す
。

鏡
山
酒
造
跡
地
活
用
推
進

川
越
の
観
光
・
商
業
・
文
化
・
歴
史
を
生

か
し
た
拠
点
施
設
と
し
て
保
全
・
活
用
を
図

り
、
中
心
市
街
地
の
さ
ら
な
る
「
に
ぎ
わ
い
」

や
「
活
力
」
を
形
成
し
て
い
く
た
め
の
拠
点

と
し
て
整
備
し
ま
す
。

土
木
費

幹
線
道
路
等
整
備

主
要
集
落
間
を
結
ぶ
道
路
、
主
要
公
共
施

設
や
国
道
・
県
道
へ
の
連
絡
道
路
と
し
て
、

環
境
な
ど
に
配
慮
し
た
整
備
を
推
進
し
ま

す
。
市
民
要
望
が
多
い
生
活
道
路
と
、
老
朽

化
し
た
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
も
整
備
し
て
い

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
北
環
状
線
関
連
道
路
に

つ
い
て
は
、
同
環
状
線
整
備
の
進
ち
ょ
く
に

あ
わ
せ
て
生
活
道
路
な
ど
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

街
路
事
業

都
市
計
画
街
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
三さ

ん

田で
ん

城し
ろ

下し
た

橋ば
し

線
・
市
内
循
環
線
・
川
越

駅
南
大
塚
線
な
ど
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
歴
史
的
地

区
に
お
け
る
歴
史
的
地
区
環
境
整
備
街
路
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

霞
ケ
関
駅
周
辺
整
備

北
口
駅
前
広
場
と
連
絡
道
路
を
整
備
し
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
設
置

を
含
め
た
駅
舎
の
橋
上
化

を
図
り
、
早
期
開
設
に
向

け
て
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

本
川
越
駅
周
辺
地
区
整
備

関
係
権
利
者
と
の
合
意

形
成
を
図
り
、
中
央
通
り

線
沿
線
地
区
の
整
備
や
駅

西
口
開
設
な
ど
、
地
区
の

活
性
化
と
利
便
性
が
向
上

す
る
よ
う
事
業
を
推
進
し

ま
す
。

森
林
公
園
整
備
等

市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近

な
所
に
公
園
が
確
保
で
き

る
よ
う
、
継
続
し
て
整
備

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
本

市
南
部
の
貴
重
な
平
地
林

を
保
全
・
活
用
す
る
「
川
越
市
森
林
公
園
」

の
散
策
路
を
整
備
し
、一
部
を
開
設
し
ま
す
。

消
防
費

災
害
対
策

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
い
っ
そ

う
推
進
す
る
た
め
、
防
災
施
設
の
整
備
・
充

実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
に
よ
る
自
主

防
災
組
織
の
結
成
を
積
極
的
に
促
進
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
あ

わ
せ
て
、
災
害
時
緊
急
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
ま
す
。

教
育
費

小
中
学
校
施
設
整
備

児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保
と
教
育
環
境
の

向
上
を
図
る
た
め
、
計
画
的
に
大
規
模
改

造
・
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

月
越
小
学
校
の
改
築
に
着
手
し
ま
す
。

河か
わ

越ご
え

館や
か
た

跡あ
と

整
備

発
掘
調
査
成
果
に
基
づ
き
、
史
跡
公
園
整

備
に
向
け
た
基
本
設
計
を
実
施
し
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
チ
事
業

小
中
学
校
児
童
生
徒
の
非
行
・
問
題
行
動

の
未
然
防
止
や
早
期
解
決
を
図
る
た
め
、
児

童
・
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
に
き
め
こ
ま
や
か

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
生
徒
指
導
推
進
員

を
配
置
し
ま
す
。

す
く
す
く
子
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
事
業

普
通
学
級
に
在
籍
す
る
障
害
が
あ
る
児

童
・
生
徒
に
対
し
、
個
別
学
習
指
導
や
適
応

指
導
な
ど
を
行
い
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
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を
図
り
ま
す
。

英
語
指
導
助
手
派
遣
事
業

児
童
・
生
徒
へ
の
確
か
な
学
力
の
定
着
を

図
る
た
め
、
具
体
的
な
指
導
方
法
の
研
究
・

改
善
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
国
際
理
解
教

育
・
英
語
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
英
語

指
導
助
手
を
増
員
し
ま
す
。

川
越
都
市
計
画
川
越
駅
西
口

第
二
工
区
土
地
区
画
整
理
事
業

引
き
続
き
関
係
権
利
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
事
業
の
完
成
に
向
け
、
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

水
道
事
業

老
朽
化
し
た
受
水
場
お
よ
び
浄
水
場
設
備

の
整
備
を
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、

適
正
か
つ
効
率
的
な
運
営
に
よ
り
、
健
全
な

事
業
経
営
に
努
め
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業

生
活
環
境
の
改
善
と
公
共
用
水
域
の
水
質

保
全
を
図
る
と
と
も
に
、
市
街
地
の
浸
水
防

除
に
向
け
た
雨
水
対
策
を
、
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。
ま
た
、
経
営

の
い
っ
そ
う
の
明
確
化
・
効
率
化
を
図
り
、

健
全
な
事
業
経
営
に
努
め
ま
す
。

平成17年度会計別当初予算■
平
成
17
年
度
予
算
の
概
要
■

特
別
会
計
の
主
な
事
業

会計別 区　分 ＡＡＡ 平成17年度(千円) BBB 平成16年度(千円) ＡＡＡ/BBB(％)
一般会計……イ 87,320,000 97,100,000 89.9
国民健康保険 26,406,800 25,192,000 104.8
老人保健医療 20,460,379 19,464,067 105.1
休日急患・小児夜間 63,310 55,600 113.9
介護保険 10,029,600 9,046,400 110.9
母子寡婦福祉資金貸付 96,450 52,800 182.7
競輪 3,069,000 3,396,300 90.4
川越駅東口公共地下駐車場 240,700 276,200 87.1
交通災害共済 68,500 69,100 99.1
農業集落排水 188,900 628,200 30.1
川越駅西口土地区画整理 372,600 873,800 42.6
水道 9,907,370 9,567,113 103.6
公共下水道 11,159,050 9,004,258 123.9
合計……ロ 82,062,659 77,625,838 105.7

総計（イ＋ロ） 169,382,659 174,725,838 96.9

会計別 区　分 ＡＡＡ 平成17年度(千円) BBB 平成16年度(千円) ＡＡＡ/BBB(％)

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

布
類
拠
点
回
収
を
、
左
表
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

居
住
す
る
地
区
以
外
の
回
収
場
所

で
も
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
透
明

ま
た
は
半
透
明
袋
（
段
ボ
ー
ル
・
紙

袋
等
は
不
可
）
に
入
れ
、
回
収
場
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
で
き

る
限
り
地
域
の
集
団
回
収
を
優
先
し

て
く
だ
さ
い
。
地
域
の
集
団
回
収
で

も
、
回
収
で
き
る
物
と
で
き
な
い
物

は
同
じ
で
す
。

回
収
で
き
る
物
…
衣
類
・
下
着
類
・

毛
布
・
シ
ー
ツ
・
タ
オ
ル

＊
汚
れ
て
い
る
場
合
は
、
洗
濯
を
お

願
い
し
ま
す
。
ボ
タ
ン
・
フ
ァ
ス
ナ

ー
な
ど
は
付
け
た
ま
ま
出
し
て
く
だ

さ
い
。

回
収
で
き
な
い
物
…
布
団
・
靴
下
・

作
業
服
・
カ
ー
テ
ン
・
じ
ゅ
う
た

ん
・
ぬ
い
ぐ
る
み
・
汚
れ
て
い
る

物
な
ど

回
収
時
間
…
午
前
９
時
〜
正
午
（
正

午
以
降
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
）

問
い
合
わ
せ
…
環
境
業
務
課
減
量
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
係
・
℡
内
線
２
６

３
６

布
類
拠
点
回
収
（
前
期
）
を
実
施

布
類
拠
点
回
収
（
前
期
）
を
実
施

布
類
拠
点
回
収
（
前
期
）
を
実
施

回収日 回収場所
市役所本庁舎$県営久下戸住宅集会所$中台２丁目集会

５月８日隻
所$名細公民館$職業センター$的場中組字町公民館$

リバーサイド壱番街集会所$原新田自治会館$大塚新田
稲荷窪自治会館
北公民館$中央公民館$仙波町２丁目集会所$旭町１丁

５月15日隻
目集会所$中央小学校西門$農業ふれあいセンター$寺
尾公民館$福原公民館$山田公民館$かすみ野自治会館
$大東南公民館
神明町保育園$川越第一中学校正門$八幡神社駐車場

５月22日隻
（南通町）$城南中学校正門$稲荷町集会所$砂新田自治
会館（砂新田４丁目）$砂久保社務所$鯨井自治会館$

的場１・２丁目自治会館$大東公民館
六塚会館（元町２丁目）$岸町１丁目自治会館$市立川

６月５日隻
越高校正門$月吉町集会所$木野目公民館$砂自治会館
$下広谷南公民館$天沼新田自治会館$霞ケ関北自治会
館$寿町１丁目集会所$大東西小学校北門
今成自治会館$野田神社$市役所本庁舎$古谷公民館$

６月12日隻 今泉公民館$藤間文化会館$藤間南集会所$上野公会堂
$東急ニュータウン自治会館

関連事業
●ギャラリートーク（学芸員による展示解説）
日時…５月７日析・22日隻・６月11日析（５月22日は
手話通訳あり）、午後１時30分～　経費…観覧料　申し
込み…当日直接同館
●講演会「パレットに秘められた魅力」
講師…蹟日動美術財団理事・長

は

谷
せ

川
がわ

智
ち

恵
え

子
こ

さん　日時…
５月21日析、午後２時30分～　定員…先着80人　経費
…無料　申し込み…４月15日昔、午前９時から電話ま
たはファクスで同館

●ミュージアムコンサート
大
おお

成
なり

雅
まさ

志
し

さんらによるクラリネットアンサンブル。
日時…５月28日析、午後２時～　定員…先着80人　経
費…無料　申し込み…５月１日隻、午前９時から電話ま
たはファクスで同館
●アーティストトーク
日時・講師…５月29日隻＝齋藤研さん$６月５日隻＝
安達時彦さん、午後１時30分～　定員…各先着80人
経費…無料　申し込み…４月15日昔、午前９時から電
話またはファクスで同館
●親子のためのギャラリートーク（学芸員による展示解説）
日時…６月４日析、午後１時30分～　経費…観覧料
申し込み…当日直接同館

巨匠たちのパレット＆
アンド

絵画展
－ 梅原、安井からピカソ、ダリまで －

４月23日析～６月19日隻
午前９時～午後５時（入場は午後４時30分まで）

市立美術館・℡228－8080・FAX228－7870

タッチアートコーナー「いろいろなかたち」
館蔵品を中心に、「かたち」をテーマに作品を展

示します。
日時…６月19日隻まで、午
前９時～午後５時　観覧料…
無料　出品予定…関

せき

根
ね

伸
のぶ

夫
お

（ブロンズ作品）・建
たて

畠
はた

覚
かく

造
ぞう

（木作品）・金
かな

沢
ざわ

健
けん

一
いち

（鉄作品）

今回は、近代の洋画家から現代の作家までのパレット
とその絵画を紹介します。梅

うめ

原
はら

龍
りゅう

三
ざぶ

郎
ろう

や安
やす

井
い

曾
そう

太
た

郎
ろう

、
林
はやし

武
たけし

をはじめとする日本近代洋画の巨匠に加え、川越
ゆかりの作家である相

あい

原
はら

求
きゅう

一
いち

朗
ろう

・齋
さい

藤
とう

研
けん

・安
あ

達
だち

時
とき

彦
ひこ

、
世界的に有名なパブロ・ピカソやサルバドール・ダリな
ど、合わせて31作家の作品を展示します。

休館日…月曜日（５月２日席は開館）・５月27日昔
観覧料…一般＝500円（400円）$大学生・高校生＝
350円（280円）$障害者手帳を持参の方・中学生以
下＝無料
＊（ ）内は20人以上の団体料金。
＊特別展の観覧料で常設展示も観覧できます。

建畠覚造「SPIRAL３」

パ
ブ
ロ
・
ピ
カ
ソ「
画
家
と
パ
レ
ッ
ト
」

林
武
の
パ
レ
ッ
ト
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■
市
長
に
提
案
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

提案要旨（市政懇談会）
県の施設である川越福祉センターの業務が、平

成16年度で終わってしまいます。会議室は多く
の方が利用しているので、平成17年度以降も継
続して利用できるようにしてください。
回答
川越駅西口近くにある埼玉県川越福祉センター

は、利便性がいいことから、開館以来30年間に
わたって、市民をはじめ、年間20万人以上の皆
さんに利用され親しまれてきた施設です。駅近く
に同様の施設が少ないことから、県の施設廃止に
際し、多くの利用する皆さんから施設継続の要望
がございました。
市ではこれらの状況を考慮し、廃止後の施設の

利用について県と協議を行ってまいりました。
その結果、建物が取り壊されるまでの暫定的な期
間ではございますが、施設を県から借り受けて利
用できるようにいたしました。
施設の業務につきましては、利用頻度の少ない

結婚式業務は行わず、要望の多い会議室などの貸
し館業務を継続し、会議や講演会などにご活用い
ただけるようにいたしました。
施設の予約につきましては、利用日の３か月前

から受け付けております。また、今までどおりの
利用ができるように、使用料や利用時間は県の施
設であったときと同じにいたします。なお、この
施設は勤労者福祉施設であることから、就労支援
のための催しや労働教育講座などの各種セミナー
の開催も予定しております。
このことについては、商工振興課労政係・℡内

線2724にお尋ねください。

舟橋市長に提案 №118

福祉センターの会議室を平成17年度
以降も利用できるようにしてください

あ
て
先
＝
〒
３
５
０-

８
６
０
１
川
越
市
役
所
広
聴
広
報
課
「
デ
ュ
エ
ッ
ト
係
」
▼
フ
ァ

ク
ス
＝
２
２
５-

２
８
９
５
▼
Ｅ
メ
ー
ル
＝in

fo
@
city.kaw

ag
o
e
.saitam

a.jp

＊
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

＊
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合
は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

Duet

デ
ュ
エ
ッ
ト
広
報
川
越
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

写
真
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
カ

ラ
ー
写
真
で
掲
載
で
き
な
い
の
が
、

ほ
ん
と
う
に
残
念
！
　
カ
ワ
セ
ミ

は
、
背
中
が
青
や
緑
、
腹
が
オ
レ
ン

ジ
の
色
鮮
や
か
な
鳥
で
、「
飛
ぶ
宝

石
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
私
も

一
度
だ
け
、
新
河
岸
川
沿
い
で
見
か

毎
号
楽
し
み
に
広
報
を
読
ん
で

い
ま
す
。
楽
し
い
広
報
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
の
友
人
が
先
日
初
雁
球

場
隣
の
新
河
岸
川
を
散
歩
中
に
カ
ワ

セ
ミ
を
見
ま
し
た
。
大た

い

変へ
ん

驚
き
ま
し

た
。

鈴
木
晴
明
（
野
田
町
一
丁
目
）

■
広
報
川
越
か
ら

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
回
の
お
便
り
の
中
に
、
下
の

け
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
一
瞬
で
し

た
が
、
そ
の
美
し
さ
に
感
激
し
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

市
内
で
の
目
撃
情
報
を
、
ほ
か
に

も
伺
い
ま
し
た
。
カ
ワ
セ
ミ
は
、
環

境
条
件
が
整
わ
な
い
と
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
市
内
の
豊
か
な
自
然

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

◎
　
　
◎
　
　
◎
　
　
◎

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け

ま
し
た
。

こ
ん
ど
の
テ
ー
マ
は

「
サ
ツ
マ
イ
モ
」

こ
と
し
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
が
日
本
に
伝
来
し
て
四
百
年
目
に
当
た
り

ま
す
。
川
越
は
「
蔵
の
ま
ち
」
だ
け
で
な
く
、「
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ま
ち
」

と
し
て
も
有
名
で
す
。
皆
さ
ん
は
「
サ
ツ
マ
イ
モ
」
か
ら
、
何
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
か
？
　
サ
ツ
マ
イ
モ
に
ま
つ
わ
る
話
を
百
五
十
字
程
度
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
採
用
さ
れ
た
方
に
は
、
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

高
齢
者
の
た
め
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

問
い
合
わ
せ
…
高
齢
者
い
き
が
い
課
自
立
支
援
係
・
℡
内
線
２
５
５
１
　

●
要
介
護
高
齢
者
等
手
当
支
給

要
介
護
高
齢
者
と
、
そ
の
介
護
者

に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以

上
の
要
介
護
高
齢
者
（
要
介
護
３

〜
要
介
護
５
の
認
定
者
。た
だ
し
、

介
護
保
険
施
設
等
に
入
所
し
て
い

る
場
合
を
除
く
）
と
そ
の
介
護
者

（
現
在
、
実
際
に
要
介
護
高
齢
者

を
毎
日
介
護
し
て
い
る
）

＊
入
院
し
て
い
る
場
合
は
、
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

支
給
額
…
要
介
護
高
齢
者
＝
月
額
六

千
円
▼
介
護
者
＝
月
額
六
千
五
百

円
必
要
書
類
…
要
介
護
高
齢
者
と
介
護

者
の
預
金
口
座（
郵
便
局
を
除
く
）

が
わ
か
る
物

●
紙
お
む
つ
給
付

月
額
五
千
円
の
範
囲
内
で
紙
お
む

つ
を
給
付
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以

上
の
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者
（
要

介
護
１
〜
要
介
護
５
の
認
定
者
）

で
、
失
禁
の
状
態
に
あ
り
、
排
せ

つ
の
介
助
が
必
要
な
方
（
貸
し
お

む
つ
事
業
と
の
併
用
不
可
）

費
用
…
無
料

＊
申
請
を
受
理
し
た
翌
月
か
ら
支

給
。

●
貸
し
お
む
つ

一
日
に
つ
き
、
さ
ら
し
の
場
合
は

二
十
四
枚
、
ド
ビ
ー
織
り
の
場
合
は

十
二
枚
ま
で
、
布
お
む
つ
を
貸
与
し

ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以

上
の
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者
（
要

介
護
１
〜
要
介
護
５
の
認
定
者
）

で
、
失
禁
の
状
態
に
あ
り
、
排
せ

つ
の
介
助
が
必
要
な
方
（
紙
お
む

つ
給
付
事
業
と
の
併
用
不
可
）

費
用
…
無
料

＊
申
請
を
受
理
し
た
翌
月
か
ら
支

給
。

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
（
食
の
自
立
支
援
事
業
）

一
日
一
食
（
昼
ま
た
は
夕
）、
週

四
食
ま
で
、
調
理
さ
れ
た
食
事
を
自

宅
に
届
け
る
と
と
も
に
、
安
否
を
確

認
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
在
宅
の

65
歳
以
上
で
、
次
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世

帯
に
属
し
て
い
る

②
老
衰
・
心
身
の
障
害
・
傷
病
に
よ

り
、
自
分
で
調
理
す
る
こ
と
が
困

難
費
用
…
一
食
当
た
り
三
百
円

＊
居
住
地
に
よ
り
業
者
が
異
な
り
ま

す
。

＊
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、「
食
の
自
立

支
援
事
業
」
の
一
事
業
と
し
て
位
置

し
、
利
用
の
際
、
訪
問
調
査
を
行
い

ま
す
。

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

市
内
の
理
容
師
や
美
容
師
が
在
宅

高
齢
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
調
髪
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
在
宅
の

65
歳
以
上
で
、
高
齢
に
よ
る
身
体

機
能
の
低
下
や
病
気
な
ど
に
よ

り
、
理
容
店
や
美
容
院
へ
行
く
こ

と
が
困
難
な
方
（
要
支
援
ま
た
は

要
介
護
１
〜
要
介
護
５
の
認
定

者
）

費
用
…
一
回
当
た
り
二
千
円
（
調
髪

ま
た
は
カ
ッ
ト
の
み
の
場
合
）

利
用
回
数
…
年
度
内
四
回
（
申
請
月

に
よ
り
回
数
が
異
な
り
ま
す
）

●
家
族
介
護
慰
労
金

要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
の
認

定
を
受
け
て
い
る
介
護
保
険
被
保
険

者
を
、
現
に
在
宅
で
主
と
し
て
介
護

し
て
い
る
家
族
に
慰
労
金
を
支
給
し

ま
す
。

対
象
…
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
家
族

①
要
介
護
４
ま
た
は
要
介
護
５
と
認

定
さ
れ
た
有
効
期
間
に
お
い
て
、

継
続
し
て
一
年
間
、
介
護
保
険
の

サ
ー
ビ
ス
（
年
通
算
七
日
以
内
の

短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
除

く
）
お
よ
び
老
人
保
健
法
に
定
め

る
訪
問
看
護
を
利
用
し
て
い
な
い

（
た
だ
し
、
連
続
三
か
月
を
越
え

る
長
期
入
院
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
入
院
前
後
の
在
宅
期
間
を
合

わ
せ
て
一
年
間
と
す
る
）

②
要
介
護
高
齢
者
お
よ
び
家
族
の
い

ず
れ
も
市
民
税
が
非
課
税

支
給
額
…
年
間
十
万
円

＊
要
介
護
高
齢
者
等
手
当
と
重
複
利

用
可
。

●
日
常
生
活
用
具
給
付
等

日
常
生
活
用
具
を
給
付
・
貸
与
し

ま
す
。

給
付
（
自
動
消
火
器
・
火
災
警
報

器
・
電
磁
調
理
器
）

対
象
…
自
動
消
火
器
・
火
災
警
報

器
＝
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以

上
で
、
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者

（
要
介
護
１
〜
要
介
護
５
の
認
定

者
）
お
よ
び
一
人
暮
ら
し
の
方
▼

電
磁
調
理
器
＝
市
内
に
住
所
が
あ

る
65
歳
以
上
で
在
宅
の
一
人
暮
ら

し
の
方

費
用
…
生
計
中
心
者
の
所
得
状
況
に

よ
り
自
己
負
担
あ
り

貸
与
（
電
話
）

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
所
得
税

非
課
税
の
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
の
方

必
要
書
類
…
生
計
中
心
者
の
所
得
税

額
を
確
認
で
き
る
書
類
（
源
泉
徴

収
票
ま
た
は
確
定
申
告
書
の
写

し
）

＊
電
話
の
場
合
、
基
本
使
用
料
の
み

市
が
負
担
し
ま
す
。

●
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

緊
急
事
態
発
生
時
に
消
防
局
へ
通

報
で
き
る
装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

対
象
…
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
（
日
中
等
、
お
お
む
ね
８

時
間
以
上
一
人
暮
ら
し
と
な
る
方

を
含
む
）
で
、
慢
性
疾
患
に
よ
り

常
時
注
意
を
要
し
、
使
用
で
き
る

電
話
が
あ
る
方

費
用
…
設
置
工
事
料
は
無
料
（
た
だ

し
、
日
中
等
一
人
暮
ら
し
と
な
る

世
帯
の
生
計
中
心
者
の
前
年
分
所

得
税
が
課
税
の
場
合
は
、
一
部
自

己
負
担
）

＊
基
本
料
金
・
通
話
料
金
は
自
己
負

担
。

＊
申
請
を
受
理
し
た
翌
月
末
に
設
置

し
ま
す
。

●
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所

施
設
へ
の
通
所
に
よ
り
、
創
作
・

趣
味
活
動
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
、
生
き
が
い
活
動
を
支
援
す
る
た
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越
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２
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８
８
１
１

建築物の工事が完了した建築主は、建築基準法により建
築物の完了検査を受ける必要があります。検査済

ずみ

証（完了
検査）は、その建築物が建築基準法の規定に適合している
ことを証明する物です。完了検査を必ず受けましょう。
問い合わせ…建築指導課審査担当・℡内線3243

建築物を建てる皆さんへ

福祉タクシー利用料金の一部を補助します
平成17年度分の福祉タクシー利用券を交付しています。

身体障害者手帳１級・２級または療育手帳○Ａ・Ａの交付を
受けている在宅の方は、手帳と印鑑を持って障害者福祉課
（本庁舎１階）へ申し込んでください。
問い合わせ…障害者福祉課障害者福祉係・℡内線2548

「川越氷川祭の山車行事」が
国の重要無形民俗文化財に指定

「川越氷川祭の山

車行事」が、２月21

日付けで国の重要無

形民俗文化財に指定

されました。

重要無形民俗文化

財は、風俗習慣・民

俗芸能のうち、国民の生活の推移を理解するため欠くこと

のできない重要なものが指定されます。

３月16日には、如
じょ

水
すい

会館（千
ち

代
よ

田
だ

区）において指定証

書交付式が開催されました。河
かわ

合
い

隼
はや

雄
お

文化庁長官から川越

氷川祭の山車行事保存会会長・原
はら

正
しょう

次
じ

さんに指定証書が

渡され、同会の皆さんは、350年の歴史がある祭りの伝統

を今後も引き続き守っていく決意を新たにしていました。

問い合わせ…文化財保護課調査係・℡内線2861

高
校
野
球
春
季
大
会
期
間
中
の

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

大
会
期
間
中
は
、
球
場
周
辺
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
規
制
区
域
は
左
図

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
大
会
期
間
中
は
市
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
が
臨
時
駐
車
場
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
…
公
園
管
理
事
務
所
・
℡
２
２
２-

１
３
０

１
▼
試
合
結
果
に
つ
い
て
＝
初
雁
球
場
・
℡
２
２
２-

４
９
０
８

交通規制＝午前８時
～午後５時

め
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
（
送

迎
・
給
食
あ
り
、
入
浴
な
し
）。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
介
護

保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
65
歳
以

上
で
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

方
費
用
…
一
日
六
百
円

利
用
回
数
…
週
一
回

利
用
施
設
…
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
・

オ
ア
シ
ス
▼
霞
ケ
関
東
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
▼
西
後
楽
会
館
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

＊
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
り
、
利
用

施
設
を
決
定
し
ま
す
。

●
生
活
管
理
指
導
員
等
派
遣

生
活
管
理
指
導
員
等
を
派
遣
し
、

支
援
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
介
護

保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
65
歳
以

上
で
、
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が

困
難
な
方

費
用
…
所
得
税
額
に
よ
り
異
な
る

利
用
回
数
…
週
一
回
一
時
間
以
内

●
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊

施
設
へ
の
短
期
宿
泊
に
よ
る
日
常

生
活
の
支
援
・
指
導
を
行
い
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
介
護

保
険
の
対
象
と
な
ら
な
い
65
歳
以

上
で
、
基
本
的
な
生
活
習
慣
が
欠

如
し
て
い
る
方

費
用
…
一
日
千
七
百
三
十
円

利
用
回
数
…
年
度
内
七
日

利
用
施
設
…
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
や

ま
ぶ
き
荘

●
寝
具
丸
洗
い

年
一
回
寝
具
の
丸
洗
い
（
年
末
ご

ろ
実
施
）
を
行
い
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以

上
の
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者
等
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
お
よ
び
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
の
う
ち
、
前
年

分
所
得
税
額
が
非
課
税
世
帯
の
方

費
用
…
無
料

＊
毎
年
11
月
10
日
発
行
の
広
報
川
越

に
申
請
方
法
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
寝
具
乾
燥

年
度
内
十
回
ま
で
の
定
期
的
な
寝

具
の
乾
燥
を
行
い
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以

上
の
在
宅
の
要
介
護
高
齢
者
等
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
の
う
ち
、

前
年
分
所
得
税
額
が
非
課
税
世
帯

の
方

費
用
…
無
料

●
託
老

養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
や
ま
ぶ
き
荘

で
、
食
事
サ
ー
ビ
ス
・
生
活
指
導
等

を
週
五
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
等

を
除
く
）
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以

上
（
要
支
援
・
要
介
護
１
の
認
定

者
）
で
、
家
族
が
労
働
ま
た
は
疾

病
等
の
理
由
に
よ
り
在
宅
で
の
日

中
の
養
護
が
困
難
な
方（
た
だ
し
、

週
三
日
以
上
利
用
し
、
家
族
に
よ

る
送
迎
が
で
き
る
こ
と
）

費
用
…
一
日
千
円

●
徘は

い

徊か
い

高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス

「
徘
徊
探
知
シ
ス
テ
ム
」
の
利
用

に
係
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

対
象
…
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以

上
の
徘
徊
高
齢
者
を
居
宅
で
介
護

し
て
い
る
家
族

種
類
…
Ｐ
Ｈ
Ｓ
方
式
▼
Ｇ
Ｐ
Ｓ
方
式

助
成
額
…
申
し
込
み
料
＝
全
額
▼
機

器
の
月
額
使
用
料
＝
二
分
の
一

（
限
度
額
二
千
円
）

指定証書を受ける原さん（左）指定証書を受ける原さん（左）指定証書を受ける原さん（左）

９ 広報川越 №1100 2005－４／10

高校野球春季大会
４月23日析～28日斥
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い
＝
小
高
健
一

課
長
等
…
市
長
室
政
策
企
画
課
副
参
事
＝
小

谷
野
明
▼
総
務
部
職
員
課
長
＝
佐
藤
嘉
晃

▼
同
部
情
報
統
計
課
長
＝
内
藤
澄
雄
▼
同

部
工
事
検
査
課
長
＝
垣
内
恭
寛
▼
市
民
部

男
女
共
同
参
画
課
長
＝
渡
邊
久
美
子
▼
同

部
南
古
谷
出
張
所
長
＝
山
田
盛
男
▼
同
部

福
原
出
張
所
長
＝
斎
藤
節
子
▼
同
部
山
田

出
張
所
長
＝
猪
鼻
時
男
▼
同
部
名
細
出
張

所
長
＝
小
高
勉
▼
同
部
霞
ケ
関
出
張
所

長
＝
関
口
直
文
▼
同
部
霞
ケ
関
北
出
張
所

長
＝
榎
本
章
▼
同
部
美
術
館
副
館
長
＝
斉

藤
隆
夫
▼
保
健
福
祉
部
生
活
福
祉
課
長
＝

小
室
義
孝
▼
同
部
高
齢
者
い
き
が
い
課
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
＝
川
野
幸
紀

▼
同
部
付
副
参
事
（
川
越
市
社
会
福
祉
協

議
会
派
遣
）
＝
森
衡
平
▼
同
部
付
副
参
事

（
川
越
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）
＝
栗

原
保
雄
▼
環
境
部
環
境
政
策
課
長
＝
根
岸

孝
司
▼
同
部
環
境
保
全
課
長
＝
島
田
友
行

▼
経
済
部
商
工
振
興
課
副
参
事
＝
山
田
一

男
▼
ま
ち
づ
く
り
部
建
築
指
導
課
副
参

事
＝
奥
津
孝
雄
▼
同
部
川
越
駅
西
口
整
備

事
務
所
次
長
＝
宮
岡
宣
治
▼
建
設
部
建
設

管
理
課
長
＝
坂
本
善
一
▼
同
部
道
路
建
設

課
長
＝
鈴
木
仁
一
▼
同
部
建
築
課
長
＝
久

保
田
忠
志
▼
同
部
住
宅
課
長
＝
小
川
茂
▼

会
計
室
副
参
事
＝
水
野
典
子

上
下
水
道
局

次
長
等
…
事
業
推
進
部
参
事
・
下
水
計
画
課

長
事
務
取
扱
い
＝
泉
盛

課
長
…
経
営
管
理
部
経
営
総
務
課
長
＝
山
岸

市
長
部
局

部
長
等
…
市
長
室
長
＝
戸
口
元
夫
▼
同
室
政

策
担
当
理
事
＝
藤
倉
哲
夫
▼
総
務
部
長
＝

小
高
勇
▼
財
政
部
長
＝
高
梨
耕
治
▼
保
健

福
祉
部
保
健
福
祉
政
策
担
当
理
事
＝
宮
崎

進
士
▼
同
部
付
理
事
（
川
越
市
社
会
福
祉

協
議
会
派
遣
）
＝
仲
清
明
▼
環
境
部
長
＝

久
都
間
益
美

次
長
等
…
市
長
室
参
事
・
政
策
企
画
課
長
事

務
取
扱
い
＝
西
川
利
雄
▼
総
務
部
参
事
・

人
権
推
進
課
長
事
務
取
扱
い
＝
小
室
作
太

郎
▼
同
部
防
災
担
当
参
事
＝
飯
野
泰
生
▼

市
民
部
次
長
・
市
民
活
動
支
援
課
長
事
務

取
扱
い
＝
服
部
長
生
▼
同
部
参
事
・
国
保

年
金
課
長
事
務
取
扱
い
＝
大
室
新
一
▼
保

健
福
祉
部
次
長
・
保
健
福
祉
推
進
課
長
事

務
取
扱
い
＝
佐
藤
明
▼
同
部
参
事
・
障
害

者
福
祉
課
長
事
務
取
扱
い
＝
吉
野
誠
一
▼

同
部
保
健
所
次
長
＝
大
久
保
幸
夫
▼
同
部

保
健
所
参
事
・
保
健
予
防
課
長
事
務
取
扱

い
＝
瀬
田
節
子
▼
同
部
保
健
所
参
事
・
食

品
・
環
境
衛
生
課
長
事
務
取
扱
い
＝
大
澤

喜
一
郎
▼
環
境
部
副
部
長
＝
芦
沢
義
男
▼

同
部
次
長
・
産
業
廃
棄
物
指
導
課
長
事
務

取
扱
い
＝
安
田
正
幸
▼
同
部
参
事
・
環
境

業
務
課
長
事
務
取
扱
い
＝
小
嶋
正
明
▼
経

済
部
参
事
・
商
工
振
興
課
長
事
務
取
扱

い
＝
戸
来
賢
次
▼
ま
ち
づ
く
り
部
参
事
・

総
合
交
通
政
策
課
長
事
務
取
扱
い
＝
飯
島

操
▼
同
部
川
越
駅
西
口
整
備
事
務
所
長
＝

吉
川
治
▼
建
設
部
次
長
＝
中
里
茂
郎
▼
同

部
参
事
・
道
路
環
境
整
備
課
長
事
務
取
扱

人
事
発
令
　

人
事
発
令

人
事
発
令

平
成
平
成
平
成
171717
年
４
月
１
日
付
け

年
４
月
１
日
付
け

年
４
月
１
日
付
け

晴
夫

議
会
事
務
局

事
務
局
長
…
議
会
事
務
局
長
＝
藤
村
直
幸

次
長
…
議
会
事
務
局
次
長
・
庶
務
課
長
事
務

取
扱
い
＝
関
本
守

課
長
…
議
会
事
務
局
議
事
課
長
＝
飯
嶌
文
明

教
育
委
員
会
事
務
局

部
長
…
学
校
教
育
部
長
＝
粟
田
博

次
長
等
…
生
涯
学
習
部
次
長
・
教
育
財
務
課

長
事
務
取
扱
い
＝
永
倉
壮
次
▼
同
部
参

事
・
文
化
財
保
護
課
長
事
務
取
扱
い
＝
清

水
昇
▼
学
校
教
育
部
次
長
・
学
校
管
理
課

長
事
務
取
扱
い
＝
近
藤
誠
▼
同
部
参
事
・

今
成
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
事
務
取
扱

い
＝
田
中
真
多
▼
同
部
参
事
・
教
育
指
導

課
長
事
務
取
扱
い
＝
伊
藤
明
▼
同
部
参

事
・
教
育
研
究
所
長
事
務
取
扱
い
＝
小
谷

野
健
史

課
長
等
…
生
涯
学
習
部
教
育
総
務
課
長
＝
森

政
一
▼
同
部
市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
長
＝
植
松

久
生
▼
同
部
古
谷
公
民
館
長
＝
岸
野
豊
▼

同
部
山
田
公
民
館
長
＝
栗
原
純
一
▼
同
部

霞
ケ
関
公
民
館
長
＝
永
倉
徹
▼
市
立
川
越

高
等
学
校
長
＝
仲
尾
利
夫

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長
…
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長
＝

小
熊
一
雄

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長
…
監
査
委
員
事
務
局
長
＝
関
夏
代

次
長
…
監
査
委
員
事
務
局
次
長
＝
岡
部
宏

退
職
者
（
部
長
級
）

（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付
け
）

総
務
部
長
＝
田
中
忠
男
▼
総
務
部
付
理

事
＝
粕
谷
圭
介
▼
議
会
事
務
局
長
＝
小
倉

隆
明
▼
学
校
教
育
部
長
＝
河
野
哲
夫

問
い
合
わ
せ
…
職
員
課
人
事
係
・
℡

内
線
２
２
３
１

◎
　
　
◎
　
　
◎

川
越
地
区
消
防
組
合

消
防
局
長
…
野
口
昇

次
長
等
…
消
防
局
次
長
＝
須
田
正
英
▼
同
局

次
長
＝
大
河
内
弥
一
▼
川
越
北
消
防
署

（
旧
川
越
消
防
署
）
長
＝
大
久
保
愛
一
郎

▼
川
越
中
央
消
防
署
（
旧
新
宿
分
署
）

長
＝
小
川
清
▼
川
越
西
消
防
署
長
＝
山
口

登
課
長
等
…
消
防
局
総
務
課
長
＝
水
村
日
出
夫

▼
同
局
予
防
課
長
＝
新
井
進
▼
同
局
警
防

課
長
＝
斉
藤
保
夫
▼
同
局
救
急
課
長
＝
小

林
久
雄
▼
同
局
指
揮
統
制
課
長
＝
清
水
実

▼
川
越
北
消
防
署
消
防
課
長
＝
矢
島
武
男

▼
同
署
警
備
課
長
＝
吉
沢
照
雄
▼
川
越
中

央
消
防
署
消
防
課
長
＝
大
室
俊
夫
▼
同
署

警
備
課
長
＝
芹
沢
仁
▼
同
署
大
東
分
署

長
＝
神
田
克
己
▼
川
越
西
消
防
署
消
防
課

長
＝
鈴
木
茂
▼
同
署
警
備
課
長
＝
皆
川
幸

雄
▼
川
島
消
防
署
消
防
課
長
＝
山
口
秀
夫

▼
同
署
警
備
課
長
＝
若
林
保
明

＊
四
月
一
日
か
ら
、
消
防
本
部
か
ら
消
防

局
に
名
称
を
変
更
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
…
消
防
局
総
務
課
・
℡

２
２
２-

０
７
４
１

～ひとくち情報～ ミニ・インフォメーション ～ひとくち情報～
●土地価格等縦覧帳簿および家屋価格等縦覧帳簿の縦覧を行っています 資産税課管理係・℡内線2361
５月31日惜まで。期間中は、名寄帳兼課税台帳（写）の交付も行います。詳しくは、３月10日発行の広報川越をご覧ください。
●来年３月に大学・短大・専門学校等を卒業予定または卒業後２年以内の方の「求人企業合同面接会」 埼玉県雇用対策協議会・℡048－647－4185
①４月25日席＝大宮ソニックシティ（さいたま市）②27日戚＝熊谷文化創造館（熊谷市）、午後１時～４時30分。詳しくは、お尋ねください。
●訂正 広報川越1099・20ページ
市民会館・中ホールの４月３日の催し物名　誤＝伊東ちゑ新潟中越地震チャリティーコンサート 正＝伊藤ちゑ新潟中越地震チャリティーコンサート ご迷惑をおかけしました。

●訂正 広報川越1099・17ページ　ひとまち伝言板
高村正彦元外務大臣講演会の時間・会場・定員　誤＝午後４時30分～５時20分。川越東武ホテル。先着100人　正＝午後５時～５時50分。氷川会館。先着30人
●「平成17年度川越市家庭ごみの分け方・出し方」の訂正 環境業務課管理係・℡内線2631
表紙の「その他プラスチック製容器包装の祝日収集について」の月曜日コース　誤＝９月９日席・敬老の日　正＝９月19日席・敬老の日
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

難
病
患
者
の
方
に
、
年
額
三
万
六

千
円
の
見
舞
金
を
支
給
し
ま
す
。
平

成
十
七
年
度（
四
月
〜
来
年
三
月
分
）

の
申
請
は
、
五
月
三
十
一
日
惜
ま
で

受
け
付
け
ま
す
。
障
害
者
福
祉
課

（
本
庁
舎
一
階
）
・
総
合
保
健
セ
ン

タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

鑑
・
本
人
名
義
の
銀
行
・
信
用
金

庫
・
農
協
の
預
金
通
帳
（
郵
便
局

は
不
可
）

問
い
合
わ
せ
…
障
害
者
福
祉
課
管
理

係
・
℡
内
線
２
５
４
２

平
成
平
成
平
成
171717
年
度
難
病
患
者
見
舞
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

年
度
難
病
患
者
見
舞
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

年
度
難
病
患
者
見
舞
金
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

対
象
…
市
内
に
一
年
以
上
住
ん
で
い

て
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
・

指
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
・
川
越

市
小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
診

券
の
交
付
を
受
け
、
申
請
時
に
有

効
期
限
内
で
あ
る
方

持
ち
物
…
各
医
療
受
給
者
証
・
印

市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
健
や
か
に
産
ま
れ
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
図
る
た

め
、
今
年
度
を
初
年
度
と
す
る
川
越

市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画

＊
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

http://www.city.kawagoe.saitam
a.jp/

問
い
合
わ
せ
…
こ
ど
も
家
庭
課
管
理

係
・
℡
内
線
２
５
８
１

か
わ
ご
え
子
育
て
プ
ラ
ン
（
川
越
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
）
を
策
定

か
わ
ご
え
子
育
て
プ
ラ
ン
（
川
越
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
）
を
策
定

か
わ
ご
え
子
育
て
プ
ラ
ン
（
川
越
市
次
世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
）
を
策
定

を
策
定
し
ま
し
た
。
次
の
場
所
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
場
所
…
こ
ど
も
家
庭
課
（
本
庁

舎
二
階
）
・
総
合
保
健
セ
ン
タ

ー
・
公
民
館
・
図
書
館

従
来
の
申
請
免
除
の
所
得
基
準
は

四
人
世
帯
を
モ
デ
ル
に
設
定
さ
れ
、

若
年
者
層
に
多
い
単
身
世
帯
に
と
っ

て
は
、
基
準
が
厳
し
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
単
身
世
帯
を
中

心
に
次
の
よ
う
に
所
得
基
準
が
変
わ

り
ま
し
た
。

●
全
額
免
除
基
準
の
見
直
し

改
正
前
＝
（
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ

び
扶
養
親
族
＋
一
）
×
三
十
五
万

円
＋
二
十
四
万
円
（
単
身
世
帯
に

は
加
算
し
な
い
）

改
正
後
＝
（
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ

び
扶
養
親
族
＋
一
）
×
三
十
五
万

●
学
生
納
付
特
例
制
度
の
見
直
し

学
生
納
付
特
例
制
度
の
所
得
基
準

も
、
半
額
免
除
基
準
と
同
様
に
変
更

し
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
…
国
保
年
金
課
国
民
年

金
係
・
℡
内
線
２
４
８
１

四
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た

四
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た

四
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た

円
＋
二
十
二
万
円
（
単
身
世
帯
に

も
加
算
す
る
）

●
半
額
免
除
基
準
の
見
直
し

改
正
前
＝
六
十
八
万
円
＋
各
種
控
除

額
（
扶
養
親
族
等
控
除
額
等
）

改
正
後
＝
百
十
八
万
円
＋
各
種
控
除

額
（
扶
養
親
族
等
控
除
額
等
）

改
正
後
の
所
得
の
目
安

世
帯
員
数

全
額
免
除
（
収
入
ベ
ー
ス
）

半
額
免
除
（
収
入
ベ
ー
ス
）

四
人
世
帯
（
夫
婦
・
子
二
人
）
百
六
十
二
万
円
（
二
百
五
十
八
万
円
）
二
百
八
十
二
万
円
（
四
百
二
十
万
円
）

二
人
世
帯

九
十
二
万
円
（
百
五
十
七
万
円
）
百
九
十
五
万
円
（
三
百
四
万
円
）

単
身
世
帯

五
十
七
万
円
（
百
二
十
二
万
円
）
百
四
十
一
万
円
（
二
百
二
十
七
万
円
）

＊
表
中
の
半
額
免
除
の
金
額
に
は
、
社
会
保
険
料
控
除
相
当
額
を
含
ん
で
い
ま
す
。

＊
表
中
の
金
額
は
、
世
帯
員
数
・
各
種
控
除
等
に
よ
り
変
わ
り
ま
す
。

日時…５月28日析、午前９時～29日隻、

午後８時　会場…棚倉町田舎
でんしゃ

倶楽部
く ら ぶ

対

象…市内在住　定員…30人（抽せん）

経費…24,000円（プレー費・宿泊費・

交通費等） 申し込み…往復ハガキ（１

人１枚）に住所・氏名・年齢・電話番

号・ハンディキャップを明記し、４月28

日斥（必着）までに〒350－8601川越市

役所国際交流課「ゴルフ交流大会」係

問い合わせ…国際交流課国際交流担当・
℡内線2141

１泊２日で友好都市・棚
たな

倉
ぐら

町
まち

（福島県）

をバスで訪れ、町内見学や棚倉町民との

ゴルフを通じた交流を行います。宿泊は

ルネサンス棚倉（相部屋・補助制度あり）。

「川越市・棚倉町ゴルフ
交流大会」参加者を募集

特
別
職
の
選
任
（
敬
称
略
）

上
下
水
道
事
業
管
理
者
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
付
け
）

田た

中な
か

忠た
だ

男お

行
政
委
員
の
選
任
（
敬
称
略
）

教
育
長
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
付
け
）

山や
ま

浦う
ら

秀ひ
で

男お

（
日ひ

高だ
か

市
高た

か

萩は
ぎ

二
一
二
八-

三
）

教
育
委
員
会
委
員
（
平
成
十
七
年
四
月
一
日
付
け
）

長な
が

澤さ
わ

仁ひ
と

志し

（
菅す

が

間ま

七
四
九-
七
）

伊い

藤と
う

幾い
く

造ぞ
う

（
仙せ

ん

波ば

町ま
ち

四
丁
目
二
六-

一
三
）

臼う
す

倉く
ら

喜き

美み

枝え

（
旭あ

さ
ひ

町ち
ょ
う

一
丁
目
一-
一
七
）

公
平
委
員
会
委
員
（
平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日
付
け
）

山や
ま

本も
と

元も
と

晴は
る

（
幸

さ
い
わ
い

町ち
ょ
う

五-

一
二
）

鈴す
ず

木き

良よ
し

枝え

（
古ふ

る

谷や

本ほ
ん

郷ご
う

一
二
九
四
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
（
平
成
十
七
年
三
月
二
十
五
日
付
け
）

帯お
び

津つ

永え
い

太た

郎ろ
う

（
上か

み

寺て
ら

山や
ま

一
四
七
）

教
育
長
の
任
期
満
了

星ほ
し

野の

明あ
き

徳の
り

（
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
付
け
任
期
満
了
）

問
い
合
わ
せ
…
職
員
課
人
事
係
・
℡
内
線
２
２
３
１
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■
お
知
ら
せ
ワ
イ
ド
■
　
　
　
川
越
市
役
所
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１

市
で
は
、
地
球
に
や
さ
し
い
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
太
陽
光
に

よ
る
発
電
シ

ス
テ
ム
を
普

及
・
促
進
す

る
た
め
、
住

宅
に
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す

る
方
を
対
象

に
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
財
団

（
Ｎ
Ｅ
Ｆ
）

申
請
方
法
…
所
定
の
申
請
書
を
環
境

政
策
課
（
本
庁
舎
五
階
）
に
提
出

＊
申
請
書
は
環
境
政
策
課
で
配
布
し

て
い
ま
す
。
川
越
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

http://www.city.kawagoe.saitam
a.jp/

＊
市
で
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
に
関
す
る
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
や

勧
誘
等
は
一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
…
環
境
政
策
課
節
電
・

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
・
℡
内

線
２
６
１
１

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

と
は
別
に
補
助
事
業
を
行
い
ま
す
。

補
助
金
の
交
付
を
希
望
す
る
方

は
、
次
の
と
お
り
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

受
付
期
間
…
５
月
９
日
席
〜
来
年
１

月
31
日
惜

＊
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
。

応
募
資
格
…
川
越
市
内
の
住
宅
に
対

象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方

補
助
金
額
…
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

一
キ
ロ
ワ
ッ
ト
当
た
り
七
万
円

（
四
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
上
限
）

●

●
●

ジョイフル 川越初雁高校

高階西
小学校

高階西
中学校

国
道
２
５
４
号

●

ジョイフル臨時
駐車場の奥に、
散策路総合案内
板があります。

県
道
川
越
所
沢
線

関
越
自
動
車
道

平
成
十
六
年
八
月
か
ら
九
月
に
か

け
て
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別

措
置
法
に
基
づ
い
て
、
川
越
市
の
ご

み
焼
却
施
設
の
排
ガ
ス
お
よ
び
最
終

処
分
場
の
排
水
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
濃
度
の
測
定
を
行
い
ま
し

た
。
結
果
は
左
下
の
表
の
と
お
り
で

す
。東

・
西
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
排
ガ
ス

は
、
煙
突
測
定
口
か
ら
採
取
し
ま
し

た
。
測
定
結
果
は
、
一
立
方
メ
ー
ト

ル
中
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
量
を
示
し
て
い
ま
す
。
東
・
西
清

掃
セ
ン
タ
ー
と
も
、
排
出
基
準
を
下

回
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
さ
ら
に
安

定
し
た
燃
焼
管
理
・
焼
却
施
設
の
維

持
管
理
を
行
い
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
削
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

小こ

畔あ
ぜ

の
里
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

排
水
は
、
水
処
理
施
設
放
流
槽
か
ら

採
水
し
ま
し
た
。
測
定
結
果
は
、
一

リ
ッ
ト
ル
中
に
含
ま
れ
る
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
量
を
示
し
て
い
ま
す
。
最

終
処
分
場
の
排
水
は
、
維
持
管
理
基

準
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
維

持
管
理
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
…
環
境
業
務
課
管
理

係
・
℡
内
線
２
６
３
１

清
掃
セ
ン
タ
ー
等
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
測
定

清
掃
セ
ン
タ
ー
等
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
測
定

清
掃
セ
ン
タ
ー
等
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
濃
度
測
定

施設名 測定日 測定値 排出基準 維持管理基準 単位

東清掃センター
１号炉 ８月11日 0.10

５ －
２号炉 ８月18日 0.053

ng-TEQ/m N
西清掃センター

１号炉 ９月 １日 0.067
１ －

２号炉 ９月 ８日 0.023

小畔の里クリーンセンター ８月18日 0.00059 － 10 pg-TEQ/雀

ng（ナノグラム）…10億分の１グラム
pg（ピコグラム）…１兆分の１グラム
TEQ…毒性等量。ダイオキシン類の毒性の最も濃い濃度に換算したもの

３

●雑木林の自然と文化を、みんなではぐくみ伝える公園
（仮称）川越市森林公園計画地は、市街地から南に４km
の場所に位置しています。約40haの樹林地と農地からな
り、武蔵野の平地林の中でも希少動植物の生息空間として、
重要な地域となっています。
現在、市ではこの自然を次の世代に受け継ぐため、森林

公園として整備し保全を図っています。市民の皆さんが自
然とふれあうことのできるレクリエーションエリアとして
利用できるよう、整備計画を推進しています。
このたび、森林公園計画地内の一部を散策路として整備

を行い、市民の皆さんに開放することになりました。ジョ
イフル（南文化会館）を拠点として、２kmのコース、
3.4kmのコースがあり、散策することができます。ぜひ一
度、お出かけください。
問い合わせ…公園整備課大規模事業担当・℡内線3231

（仮称）川越市森林公園計画地内の
散策路整備が終了

（仮称）川越市森林公園計画地



みんなが集う場所に
近代的な外観を持つ、郭

くるわ

町
まち

２丁目自治会

館・老人憩いの家。内部は県内産木材（西川材）

をふんだんに利用し、木のぬくもりを感じさせ

ます。「地域活動の活性化につながれば」と昨

年度の同自治会長・小
こ

林
ばやし

幸
こう

次
じ

さん（78歳）。

鯨
くじら

井
い

自治会館は玄関やトイレ等をバリアフリー化し、鯨井自治会館・老人憩いの家に生まれ変わりまし

た。「みんなが安心して使える自治会館になりました」と昨年度の同自治会長・早
はや

川
かわ

覚
かく

広
ひろ

さん（63歳）。
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■
ハ
ロ
ー
姉
妹
都
市
／
人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ
／
自
治
会
活
動
か
ら
■

暮らし広がる

自治会活動から

地域の

歴
史
と
伝
統
あ
る
食
文
化
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
小
浜
市
。
生
涯
に
わ
た
っ
て

食
や
食
生
活
の
大
切
さ
を
食
の
教

育
を
通
じ
て
学
べ
る
よ
う
、
食
育

事
業
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
四
月
に
は
、
食
の
ま
ち
づ
く
り

を
担
当
す
る
「
食
の
ま
ち
づ
く
り

課
」
に
、
全
国
初
の
専
門
職
員
で

あ
る
食
育
職
を
配
置
し
ま
し
た
。

学
校
給
食
で
の
地
場
産
野
菜
の
利

用
や
、
体
験
学
習
・
成
人
向
け
の

各
種
料
理
教
室
・
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
た
め
の
料
理
講
習
会
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

食
は
、
地
域
の
伝
統
・
文
化
・

生
活
・
自
然
環
境
な
ど
と
密
接
な

関
係
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
関
係
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、

伝
承
料
理
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

文
化
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
民
み
ず

か
ら
が
「
食
の
ま
ち
」
と
し
て
誇

り
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の

総
合
的
な
政
策
を
方
向
付
け
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

生
涯
に
わ
た
り
「
食
」
に
関
心

を
持
ち
、
健
康
長
寿
を
志
し
て

「
文
化
的
な
生
活
と
豊
か
で
活
力

の
あ
る
御
食
国
若
狭
お
ば
ま
」
を

実
現
す
る
た
め
、
昨
年
十
二
月
一

日
に
「
食
育
文
化
都
市
宣
言
」
を

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
食
を
広
範

囲
に
と
ら
え
る
こ
と
で
、
食
と
結

び
つ
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

も
の
で
す
。

小
浜
市
は
、先
人
が
は
ぐ
く
み
、

今
も
い
ぶ
く
「
食
」
や
食
文
化
を

尊
重
し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ
か

ら
も
全
世
代
を
通
じ
た
「
生
涯
食

育
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 小

お

浜
ばま

市

「
食
育
文
化
都
市
宣
言
」
を
し
ま
し
た

国
際
交
流
課
国
際
交
流
担
当
・
℡
２
２
４-

８
８
１
１
内
線
２
１
４
２

も
う
一
つ
、
私
が
実
際
に
経
験
し
、

皆
さ
ん
も
あ
る
程
度
ご
存
じ
の
、
日
本

の
か
か
わ
っ
た
人
権
問
題
に
、
い
わ
ゆ

る
従
軍
慰
安
婦
、
あ
る
い
は
慰
安
婦
の

問
題
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
慰
安
婦
の
問
題
に
つ
い
て
、
私

の
出
て
い
る
人
権
小
委
員
会
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
い
き

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
日
本

政
府
の
立
場
は
、
法
的
な
責
任
は
平
和

条
約
な
ど
の
二
国
間
条
約
で
解
決
済
み

だ
と
い
う
考
え
方
な
の
で
す
ね
。
こ
れ

も
ま
た
問
題
の
と
ら
え
方
が
少
し
ず
れ

て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
私
は
思
う
の
で

す
。な

ぜ
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
人
権
の
考

え
方
と
国
の
権
利
・
義
務
の
考
え
方
と

が
混
乱
し
て
し
ま
う
の
か
と
い
う
と
、

ち
ょ
う
ど
第
二
次
大
戦
を
境
に
し
て
考

え
方
が
世
界
的
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
れ
に
日
本
の
多
く
の
人

の
考
え
方
が
追
い
つ
い
て
な
い
の
で

す
。そ

れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う

と
、
第
二
次
大
戦
ま
で
の
国
際
関
係
と

い
う
の
は
、こ
れ
は
ま
さ
に
国
の
権
利
、

国
の
義
務
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。
第
二

次
大
戦
後
、
国
際
連
合
が
で
き
た
こ
と

に
よ
っ
て
人
権
が
国
際
問
題
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の
権

利
が
国
際
的
に
問
題
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
と
こ

ろ
が
日
本
で
は
、
人
権
の
問
題
は
憲
法

の
問
題
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

先
ほ
ど
か
ら
日
本
国
憲
法
の
人
権
規

定
の
限
界
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
第
二
次
大
戦
後
に
、
一
九

四
七
年
に
日
本
国
憲
法
が
で
き
た
こ
と

に
よ
っ
て
一
変
し
ま
す
。
国
連
で
は
一

九
四
八
年
に
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ

れ
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
文
章
は
非
常
に

世
界
的
に
見
て
も
重
要
な
文
章
で
す
。

内
容
的
に
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
す
が
、

部
分
的
に
は
少
し
ず
つ
違
い
ま
す
。
こ

の
部
分
的
に
違
う
所
が
い
ろ
い
ろ
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
な
っ
て
出
て
き
て
い

る
と
い
う
の
が
今
の
状
況
で
す
。
そ
れ

が
日
本
で
人
権
の
議
論
を
す
る
場
合

と
、
国
際
的
に
人
権
を
議
論
す
る
場
合

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
と
な
っ
て
現
実
に
現
れ

て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
と

思
い
ま
す
。

こ
こ
で
少
し
考
え
て
み
た
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
人
権
侵
害
の
中
で
非
常
に

深
刻
な
の
は
差
別
問
題
で
す
。（つ

づ
く
）

人
権
教
育
シ
リ
ー
ズ

日
本
の
人
権
、
世
界
の
人
権
⑩

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
昨
年
二
月
に
中
央
大
学
教
授
・
横よ
こ

田た

洋よ
う

三ぞ
う

さ
ん
を
招
い
て
行
っ
た
、
人

権
問
題
講
演
会
の
要
旨
を
生
涯
学
習
課
で
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 生

涯
学
習
課
人
権
教
育
係

℡
２
２
４-

８
８
１
１
内
線
２
８
４
６

スロープになった玄関と、早川さんスロープになった玄関と、早川さんスロープになった玄関と、早川さん郭町２丁目の新しい顔です郭町２丁目の新しい顔です郭町２丁目の新しい顔です

伝承料理教室の様子伝承料理教室の様子伝承料理教室の様子
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■
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
／
消
費
生
活
レ
ポ
ー
ト
／
交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
に
■

感
染
し
、
日
常
生
活
で
の
感
染
や
母
児
感

染
（
妊
娠
中
や
出
産
時
等
に
母
か
ら
子
に

血
液
を
介
し
て
感
染
す
る
こ
と
）
は
低
率

で
す
。
治
療
は
ウ
イ
ル
ス
駆
除
や
炎
症
を

抑
え
る
目
的
で
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治

療
を
中
心
に
行
い
ま
す
が
、
年
齢
や
合
併

疾
患
の
た
め
、
適
応
外
の
方
も
い
ま
す
。

Ｂ
型
肝
炎
は
キ
ャ
リ
ア
の
90
パ
ー
セ
ン

ト
は
健
康
で
す
が
、
10
パ
ー
セ
ン
ト
は
慢

性
肝
炎
の
状
態
で
す
。
ほ
と
ん
ど
は
母
児

感
染
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
Ｂ
型
急
性
肝

炎
は
、
慢
性
化
は
ま
れ
で
、
多
く
は
性
交

渉
が
原
因
で
す
。
近
年
、
内
服
の
抗
ウ
イ

ル
ス
薬
も
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
飲
酒
に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝

炎
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
治
療
法
と
し

て
は
、
禁
酒
が
最
も
大
切
で
す
。

自
己
免
疫
性
肝
炎
は
女
性
に
多
く
、
ほ

か
の
自
己
免
疫
性
疾
患
が
合
併
す
る
場
合

が
あ
り
、
専
門
医
の
診
察
が
必
要
で
す
。

市
で
は
肝
癌
発
生
予
防
の
た
め
、
対
象

者
に
基
本
健
康
診
査
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
専

門
の
医
療
機
関
が
連
携
し
て
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
原
稿
は
、
埼
玉
医
科
大
学
助
手
・

山や
ま

内う
ち

篤
あ
つ
し

さ
ん
か
ら
頂
き
ま
し
た
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

健康
アドバイス

総
合
保
健
セ
ン
タ
ー
健
康
増
進
係
・
℡
２
２
９-

４
１
２
１

肝
炎
に
は
ウ
イ
ル
ス
性
・
ア
ル
コ
ー
ル

性
・
自
己
免
疫
性
等
が
あ
り
ま
す
。
長
い

経
過
で
肝
硬
変
と
な
り
、
肝
不
全
・
静

じ
ょ
う

脈
み
ゃ
く

瘤
り
ゅ
う

破
裂
・
肝
細
胞
癌が

ん

が
出
現
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

最
近
、
特
に
Ｃ
型
肝
炎
が
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
キ
ャ
リ
ア
（
保
有
者
）
は
お
よ
そ
百
五

十
〜
二
百
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
症

状
が
軽
い
た
め
に
気
づ
か
な
い
こ
と
も
多

く
あ
り
ま
す
。
そ
の
す
べ
て
が
慢
性
肝
炎

に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
然

治
癒
は
ま
れ
で
す
。
多
く
の
場
合
、
医
療

行
為
や
輸
血
等
に
よ
り
、
血
液
を
介
し
て

肝
炎
に
つ
い
て

道
路
は
、多
く
の
人
や
車
が
通
行
す
る
場
所
で
す
。

自
動
車
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
た
め
に
は
免
許
を
取

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
免
許
を
取
る
必
要

が
な
い
自
転
車
は
、
そ
の
手
軽
さ
ゆ
え
に
歩
行
者
と

同
じ
感
覚
に
な
っ
て
し
ま
い
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

自
転
車
は
、
道
路
交
通
法
上
で
は
「
軽
車
両
」
で

す
。
そ
の
た
め
自
転
車
の
通
行
方
法
は
、
原
則
と
し

て
自
動
車
と
同
じ
で
す
。
飲
酒
運
転
や
二
人
乗
り
を

し
た
り
、
道
路
標
示
や
標
識
を
守
ら
な
か
っ
た
り
す

る
と
、
罰
則
が
あ
り
ま
す
。
原
則
と
し
て
自
転
車
は
、

歩
道
を
走
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。「
自
転
車
の
歩

道
通
行
可
」
の
標
識
が
あ
る
歩
道
に
限
り
、
自
転
車

に
乗
っ
た
ま
ま
歩
道
を
通
行
で
き
ま
す
。
そ
の
際
に

は
、
徐
行
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
歩
道
の
通
行

は
、
あ
く
ま
で
も
歩
行
者
が
優
先
で
す
。

次
の
こ
と
を
守
り
、
歩
行
者
な
ど
に
対
し
て
優
し

い
乗
り
方
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
信
号
に
従
い
、
徐
行
・
一
時
停
止
の
義
務
を
守
る

●
左
側
通
行
し
、
車
道
の
左
端
を
走
る

●
夕
方
・
夜
間
は
必
ず
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る

市
で
は
、
交
通
安
全
運
動
に
お
け
る
独
自
の
重
点

目
標
と
し
て
、「
自
転
車
の
安
全
利
用
」
を
推
進
す

る
た
め
の
運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
自
転
車
を

利
用
す
る
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
転
車
も
、
乗
れ
ば
車
の
仲
間
入
り

総
合
交
通
政
策
課
交
通
安
全
指
導
係

℡
２
２
４-

８
８
１
１
内
線
３
２
６
５ 34

事例
「100万円で約25万円の高利子が付く」と誘われ、
契約した。損失が出たからと200万円を追加したが、
話が違うので解約したい。

外国為替証拠金取引とは、一定の証拠金を預けて信

用を供与してもらい、少ない資金で多額の外貨取り引

きができるというものです。少額の資金で大きな利益

が出る一方、相場が予想に反した場合、損失が大きく

なり、非常にハイリスクな取り引きといえます。取り

引き中に損失が生じ、証拠金を割り込んでしまった場

合、取り引きを終了するか、継続するために追加証拠

金を預けなくてはなりません。

消費者へのアドバイス
①外国為替証拠金取引は、公正な取り引きがなされた
としても非常にリスクが高く、複雑でわかりにくい
ので、契約の際は慎重に検討しましょう。
②取り引きをする意思がないのに、しつこい勧誘の電
話や訪問を受けた場合は、きっぱりと断ることが大
切です。

＊　　　　＊　　　　＊

■消費生活相談
生活情報センターおよび市民相談室分室で行ってい

ます。日時等、詳しくは毎月25日発行の広報川越・

市民相談案内をご覧ください。

問い合わせ…生活情報センター（脇
わき

田
た

町
まち

105・アト
レ６階）・℡226ー7066

消消費費生生活活レレポポーートト　　112222
外国為替証拠金取

とり

引
ひき

にご注意



私
は
五
年
の
初
め
か
ら
米
作
り

を
し
て
き
ま
し
た
。
一い

ち

番ば
ん

最
初
四

月
二
十
六
日
に
大
東
東
小
の
田
ん

ぼ
で
「
根
粒
菌
探
し
」
を
し
ま
し

た
。
根
粒
菌
は
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド

ウ
（
マ
メ
科
）
に
つ
い
て
い
ま
す
。

一
つ
の
根
に
た
く
さ
ん
つ
い
て
い

ま
し
た
。

次
に
、
六
月
七
日
に
代
か
き
を

し
ま
し
た
。
土
の
感
覚
も
い
ろ
い

ろ
あ
っ
て
、
ブ
ニ
ュ
ブ
ニ
ュ
し
て

い
て
、
冷
た
い
と
こ
ろ
と
温
か
い

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
深
い
と

こ
ろ
と
浅
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
て
い
た
の
で
痛
か
っ
た

で
す
。

次
は
、
田
植
え
で
す
。
苗
を
植

え
る
コ
ツ
は
、
二
、
三
本
ず
つ
植

え
て
、
少
な
す
ぎ
て
も
ダ
メ
、
一

ヵか

所
に
か
た
ま
っ
て
も
ダ
メ
な
難

し
い
作
業
で
す
。
等
間
か
く
に
植

え
て
い
く
の
も
大た

い

変へ
ん

で
す
。

次
に
課
題
を
決
め
ま
し
た
。
私

は
「
米
の
生
産
量
と
米
で
作
る
料

理
」
を
課
題
に
し
ま
し
た
。

二
学
期
も
、
稲
の
成
長
の
観
察

を
続
け
ま
し
た
。
見
る
た
び
に
大

き
く
な
り
、
お
米
の
花
も
咲
き
ま

し
た
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
続

い
て
稲
か
り
で
す
。
根
元
を
し
っ

か
り
持
っ
て
と
り
ま
す
。
し
ば
ら

く
天
日
干
し
が
続
き
ま
し
た
。
脱

穀
も
し
ま
し
た
。
足
ふ
み
式
で
す

ご
い
勢
い
で
取
れ
ま
し
た
。
精
米

や
も
み
す
り
は
機
械
で
し
た
。

十
一
月
二
十
七
日
、
収
穫
祭
の

時
、
み
ん
な
で
お
も
ち
を
食
べ
ま

し
た
。き
ね
で
し
っ
か
り
つ
い
た
、

あ
っ
た
か
い
お
も
ち
を
、
私
達た

ち

五

年
生
が
、
あ
ん
こ
・
き
な
粉
・
大

根
お
ろ
し
で
味
付
け
し
、
全
学
年

に
食
べ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
っ

て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。
み
ん

な
の
苦
労
が
こ
ん
な
に
お
い
し
い

お
も
ち
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
で

す
。

＊
こ
の
作
文
は
昨
年
度
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。

＊
ふ
り
が
な
は
広
聴
広
報
課
で
付
け
ま
し
た
。

米
作
り
と
収
穫
祭

大
東
東
小
学
校
六
年

柳や
な
ぎ

沢さ
わ

美み

寿す

々ず
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■
み
ん
な
の
作
文
／
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
／
お
し
ゃ
べ
り
倶
楽
部
■

取材のあと、いつもと違う道で市役
所まで帰ってみたら、クロッカスを見
つけました。アヤメ科のクロッカスは
ヨーロッパ中南部原産で、春咲きと秋
咲きがあります。チューリップを小さ
くしたような花を咲かせますが、葉が
針のように細く、茎が短いのが特徴。
春咲きは園芸品種で、３月ごろから
開花します。色は、黄・紫・白など多
彩。日当たりの良いところを好み、日
が陰ると花が閉じます。ヨーロッパで
は春を告げる花としても有名です。
この花の色には、ストレスや疲れを
和らげる効果があるとか。当分は、市
役所まで帰る道が変わりそうです。

クロッカス

192短
　
歌

四
元
仰
・
選

満
月
が
木こ

枯
が
ら
し

す
さ
ぶ
地
を
照
ら
し
保
線
工
事
の
進
む
音
す
る

有
田
杉
江(

南
台
二
丁
目)

我わ
れ

の
み
が
疎
ん
ぜ
ら
れ
し
と
思
う
日
は
臼う

す

井い

吉よ
し

見み

の
「
安あ

曇ず
み

野の

」
を
読
む

上
原
み
ど
り(

砂
新
田
三
丁
目)

春
一
番
吹
き
た
る
風
は
一
瞬
に
積
み
た
る
空
箱
倒
し
て
過
ぐ
る

梅
沢
澄
子(

今
福)

久
々
に
ぬ
く
き
雨
降
り
畑
土
の
黒
々
と
し
て
ふ
く
ら
み
て
み
ゆ

竹
島
ミ
ツ(

下
新
河
岸)

手
入
れ
せ
し
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
の
咲
き
揃そ

ろ

い
わ
が
よ
ろ
こ
び
て
玄
関
に
お
く

染
矢
利
治(

六
軒
町
一
丁
目)

俳
　
句

石
川
俊
一
・
選

並
べ
た
る
グ
ラ
ス
に
冬
の
日
ざ
し
か
な

清
水
久
枝(

通
町)

春
光
を
豊
か
に
散
ら
す
水
車
か
な

荒
畑
義
雄(

藤
間)

水
道
の
包
帯
解ほ

ど

く
春
の
暮
れ

寺
田
貞
二(

仙
波
町
二
丁
目
）

嫁
ぐ
子
と
ペ
ア
の
エ
プ
ロ
ン
春
隣

鎌
田
保
子(

岸
町
三
丁
目)

空
青
く
幸
せ
招
く
福
寿
草

岩
永
一
太
郎(

上
戸
新
町)

川
　
柳

小
川
正
夫
・
選

小
春
日
に
羅
漢
眠
た
げ
肘ひ

じ

枕
ま
く
ら

武
田
ミ
サ
ホ(

今
成
四
丁
目)

い
つ
か
ら
か
孫
は
背
を
超
え
知
恵
も
超
え

原
嶋
ふ
み(

笠
幡)

桜
咲
き
鼻
歌
が
出
る
散
歩
道

我
妻
信
子(

砂)

お
茶
室
で
戴

い
た
だ

く
菓
子
も
春
を
盛
り

鈴
木
達
夫(

通
町)

横
文
字
が
老
い
の
心
を
苛い

ら

立だ

た
せ

北
川
ふ
じ
子(

三
久
保
町)

応募方法（６月掲載分は４月28日斥必着）
●短歌部門＝当季雑詠３首まで、俳句部門＝
当季雑詠２句まで、川柳部門＝雑詠３句まで
●市内在住・未発表・創作のもの・かい書で
明記・すべての漢字にふりがなを付ける・作
品の返却なし・掲載時に選者が手を加える場
合あり
●ハガキに部門・作品・住所・氏名（ふりが
な）・年齢・電話番号を明記し、〒350－
8601川越市役所広聴広報課
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広
報
川
越
一
一
〇
〇
号
記
念

「
広
報
川
越
」
が
皆
さ
ん
に
届
く
ま
で

■
「
広
報
川
越
」
が
皆
さ
ん
に
届
く
ま
で
■

わたしたちが調べてきたよ！

①
原
稿
受
領
と
編
集
会
議

市
役
所
各
課
や
出
先
機
関

へ
原
稿
提
出
を
依
頼
し
、
記

事
の
掲
載
希
望
が
あ
る
と
原

稿
が
提
出
さ
れ
ま
す
。

ひ
と
ま
ち
伝
言
板
を
含

め
、
原
稿
は
毎
月
二
十
五
日

が
締
め
切
り
で
す
。

そ
し
て
、
編
集
会
議
が
行

わ
れ
、
集
ま
っ
た
原
稿
を
広

報
担
当
職
員
が
確
認
し
、
コ

ラ
ム
記
事
の
テ
ー
マ
を
考
え

る
な
ど
し
て
、
掲
載
す
る
内

容
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
、
ペ
ー
ジ
数
を
決

め
、
ペ
ー
ジ
ご
と
に
担
当
者

を
割
り
振
り
ま
す
。

次の広報はどんな内容かな？

②
編
集

編
集
会
議
で
割
り
振
ら
れ

た
ペ
ー
ジ
の
編
集
を
、
担
当

者
が
文
字
校
正
の
日
ま
で
に

行
い
ま
す
。

広
報
川
越
は
、
パ
ソ
コ
ン

の
編
集
用
ソ
フ
ト
を
使
っ
て

作
ら
れ
て
い
ま
す
。
レ
イ
ア

ウ
ト
や
文
章
、
こ
と
ば
の
表

記
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

読
み
や
す
い
紙
面
に
す
る
た

め
、頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

表
紙
・
企
画
記
事
・
ま
ち

の
話
題
な
ど
、
取
材
や
写
真

撮
影
が
必
要
な
ペ
ー
ジ
の
担

当
者
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

所
に
お
邪
魔
し
ま
す
。

パソコン画面の中に広報の
紙面があるよ

フ
ラ
ン
ク
リ
ン

初
登
場
は
九
一
四
号
。
一
〇
〇

〇
号
以
降
も
環
境
コ
ラ
ム
「
省
エ

ネ
の
鉄
人
」
に
登
場
。

ピ
ン
チ
と
パ
ン
チ

一
〇
〇
四
号
か
ら
一
〇
二
六
号

ま
で
、
環
境
コ
ラ
ム
「
ご
み
処
理

が
ピ
ン
チ
」
に
登
場
。

ご
み
太

一
〇
二
八
号
か
ら
一
〇
五
〇
号

ま
で
、
環
境
コ
ラ
ム
「
ご
み
太
の

減
量
日
記
」
に
登
場
。

り
さ
ち
ゃ
ん

一
〇
五
二
号
か
ら
一
〇
七
四
号

ま
で
、
環
境
コ
ラ
ム
「
ご
み
の
分

別
大
辞
典
」
に
登
場

広
報
川
越
一
〇
〇
〇
号
（
平
成
十
三
年
二
月
十
日
発
行
）
か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
に
広

報
川
越
に
登
場
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
一
一
〇
〇
号
を
見
な
が
ら
何

や
ら
話
を
し
て
い
ま
す
。

「
広
報
川
越
が
今
回
、
一
一
〇
〇
号
を
迎
え
た
そ
う
だ
よ
」

「
そ
う
な
ん
だ
、
早
い
も
の
だ
ね
。
で
も
、
毎
月
二
回
届
い
て
い
る
広
報
っ
て
、
ど

う
や
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
？
」

「
そ
う
い
え
ば
、
広
報
に
出
た
こ
と
は
あ
る
け
れ
ど
、
全
然
知
ら
な
い
ね
」

「
そ
う
だ
、
広
報
が
出
来
る
ま
で
を
知
り
た
い
ね
え
」

毎
月
二
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
る
広
報
川
越
が
、
こ
の
た
び
一
一
〇

〇
号
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
広
報
が
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
か
、
市
民
の
皆
さ
ん

は
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
ま
で
登
場
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
、

皆
さ
ん
に
広
報
川
越
が
届
く
ま
で
を
調
べ
て
く
れ
ま
し
た
。



17 広報川越 №1100 2005－４／10

■
「
広
報
川
越
」
が
皆
さ
ん
に
届
く
ま
で
■

④
印
刷

色
校
正
が
終
わ
る
と
、
印
刷
屋
さ
ん
に

原
稿
を
渡
し
、
い
よ
い
よ
印
刷
で
す
。

広
報
川
越
の
出
来
上
が
り
で
す
。

⑤
市
民
の
皆
さ
ん
の
お
手
も
と
に

完
成
し
た
広
報
川
越
は
、
市
内
各
地
区
の
配
布
協
力
員

の
所
に
配
送
さ
れ
、
配
布
協
力
員
の
手
に
よ
っ
て
各
家
庭

に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
広
報
川
越
は
、
市
の
公
共
施
設
や
市
内
の
一
部

の
駅
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

毎
月
、
広
報
川
越
の
表
紙
は
ど
の
よ
う
に
し
て
決
め
て
る
の
？

市
民
の
皆
さ
ん
が
最
初
に
目
に
す
る
表
紙
に
、
関
心
を
持
っ
て
い
る
方
が
多

く
、
よ
く
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
十
日
発
行
の
表
紙
は
、
全
面
カ
ラ

ー
写
真
、
毎
月
二
十
五
日
発
行
の
も
の
が
白
黒
写
真
の
わ
く
わ
く
散
歩
道
シ
リ

ー
ズ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

十
日
発
行
の
広
報
は
、
季
節
感
の
あ
る
草
花
・
樹
木
・
風
景
・
催
し
や
新
た

に
出
来
た
施
設
な
ど
を
題
材
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
毎
年
十
月
十
日
発
行

の
広
報
は
、
川
越
ま
つ
り
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
前
年
の
川
越
ま
つ
り
の
写

真
を
表
紙
に
使
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
と
し
一
月
十
日
発

行
の
広
報
は
、
新
年
ら
し
く
伊
佐
沼
か
ら
日
の
出
を
撮
り
ま
し
た
。

二
十
五
日
発
行
の
わ
く
わ
く
散
歩
道
シ
リ
ー
ズ
は
、
担
当
者
が
市
内
を
歩
い

て
題
材
を
探
し
て
い
き
ま
す
。
市
内
の
い
ろ
い
ろ
な
魅
力
を
お
伝
え
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

新しい広報が届いたよ！　どうもあ
りがとう

昨年10月10日発行の広報の表紙（左）と、ことし１
月10日発行の広報の表紙（右）

「
こ
う
や
っ
て
、
広
報
川
越
は
作
ら
れ
て
い
る
ん
だ
ね
」

「
い
ろ
い
ろ
な
作
業
が
あ
る
の
が
わ
か
っ
た
ね
」

「
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
四
年
で
、
文
字
を
大
き
く
し
た

り
、
色
覚
に
配
慮
し
た
り
し
て
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
き
て

い
る
、
っ
て
広
報
担
当
の
人
が
言
っ
て
い
た
よ
」

「
こ
の
四
月
十
日
発
行
の
広
報
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
見
ら
れ
る
よ
ね
。
こ
ん
ど
、
一
二
〇
〇
号
の
時
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
な
」

「
そ
う
だ
ね
、
楽
し
み
だ
ね
」

時
代
の
流
れ
で
広
報
が
変
わ
っ
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
親
し
ま
れ
、
正
確
で
、
わ
か
り
や
す
い
広
報
を
作
っ
て

い
こ
う
と
す
る
思
い
は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
、
広
報
川
越
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

③
校
正

担
当
し
た
ペ
ー
ジ
が
出
来
る
と
、
原

稿
の
提
出
元
に
内
容
を
確
認
し
て
も
ら

い
ま
す
。
文
字
校
正
の
日
に
は
原
稿
を

一
つ
に
ま
と
め
、
職
員
が
読
み
合
わ
せ

を
行
い
、
内
容
を
再
確
認
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
が
、
自
分
の
担

当
ペ
ー
ジ
を
校
正
し
て
、
そ
の
日
の
う
ち

に
印
刷
屋
さ
ん
に
原
稿
を
渡
し
ま
す
。

こ
の
あ
と
、
実
際
の
広
報
川
越
と
同
じ

色
で
印
刷
さ
れ
た
原
稿
が
、
印
刷
屋
さ
ん

か
ら
届
き
ま
す
。
も
う
一
度
す
べ
て
に
目

を
通
し
、
色
の
仕
上
が
り
や
校
正
し
た
と

お
り
に
な
っ
て
い
る
か
確
認
し
ま
す
。

広
報
川
越
の
完
成
に
向
け
て
最
後
の
山

場
が
、
こ
の
色
校
正
と
呼
ば
れ
る
作
業
に

な
り
ま
す
。

校正する原稿はＢ４版。１ペ
ージずつ確認していくんだ

機
械
か
ら
ど
ん
ど
ん

出
て
く
る
よ



広報川越 №1100 2005－４／10 18

「
お
父
ち
ゃ
ん
は
お
母
ち
ゃ
ん
に

な
っ
た
」。
三
沢
さ
ん
の
母
・
裕ゆ

う

子こ

さ
ん
（
54
歳
）
と
の
会
話
で
出
て
き

た
三
沢
さ
ん
の
こ
と
ば
が
き
っ
か
け

■
表
通
り
裏
通
り
■

２人の詩人
～日常の中から生まれた作品～

市
いち

村
むら

恵
めぐみ

さん（20歳・宮
みや

下
した

町
まち

１丁目）と
三
み

沢
さわ

寛
ひろ

幸
ゆき

さん（22歳・中
なか

原
はら

町
ちょう

１丁目）の
２人の詩が、NHKハート展で全国から集
まったおよそ4,600編の中から、入選の
50編に選ばれました。
２人は、日常生活の中で経験し、感じた

ことを詩につづりました。

市
村
さ
ん
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

二
年
連
続
二
回
目
の
ハ
ー
ト
展
入
選

で
す
。
昨
年
は
、
自
分
が
捕
ま
え
て

き
た
コ
オ
ロ
ギ
を
題
材
に
し
ま
し

り
、
今
で
は
三
十
編
以
上
の
詩
が
出

来
ま
し
た
。

そ
し
て
現
在
、
今
回
入
選
し
た
市

村
さ
ん
の
詩
「
幸
せ
」
に
曲
が
付
き
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
番
組

「
み
ん
な
の
う
た
」
で
放
送
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
分
の
作
っ
た
詩
に
曲
が

付
け
ら
れ
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
放

送
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

「
歌
に
な
っ
て
う
れ
し
い
な
」
と
市

村
さ
ん
は
、
ほ
ほ
え
み
ま
し
た
。
曲

は
五
月
末
ま
で
放
送
さ
れ
る
予
定
で

す
。広

報
川
越
が
届
く
の
を
毎
回
楽
し

み
に
し
て
い
る
、と
い
う
市
村
さ
ん
。

今
回
、
自
分
の
出
て
い
る
こ
の
記
事

を
読
ん
で
、
ど
ん
な
感
想
を
持
つ
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら

新
た
な
詩
が
生
ま
れ
れ
ば
い
い
な
、

と
感
じ
ま
し
た
。

た
。
今
回
は
、
祖
母
・
ま
さ

さ
ん
（
80
歳
）
と
の
会
話
の

中
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
で

す
。母

・
由ゆ

美み

子こ

さ
ん（
48
歳
）

が
、
こ
の
時
の
会
話
を
書
き

留
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

後
日
、
市
村
さ
ん
が
自
分
の

会
話
の
部
分
か
ら
、
ま
さ
さ

ん
へ
の
感
謝
の
こ
と
ば
を
つ

づ
っ
た
も
の
で
す
。

「
以
前
か
ら
、
会
話
の
中

で
感
心
し
た
こ
と
ば
を
書
き
留
め
る

よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
」
と
由
美
子

さ
ん
。
そ
ん
な
こ
と
ば
の
中
か
ら
、

市
村
さ
ん
は
詩
を
作
る
よ
う
に
な

け
る
と
き
に
は
必
ず
手
を
握
っ
て
歩

い
て
い
ま
す
。「
最
初
は
不
安
で
し

た
が
、
今
で
は
う
ま
く
誘
導
し
て
く

れ
ま
す
よ
」
と
裕
子
さ
ん
は
笑
顔
で

話
し
ま
す
。

六
年
前
の
ハ
ー
ト
展
で
、
こ
ど
も

の
日
の
か
し
わ
も
ち
を
題
材
に
し
た

作
品
が
入
選
を
し
て
い
ま
す
。今
回
、

二
回
も
入
選
す
る
と
は
思
わ
ず
、
家

族
一
同
「
ま
さ
か
の
入
選
」
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
裕
子
さ
ん
は
、
三
沢
さ

ん
か
ら
出
て
く
る
こ
と
ば
か
ら
「
ど

ん
な
詩
が
出
来
る
か
」
期
待
を
し
て

い
ま
す
。日
常
の
ふ
と
し
た
こ
と
ば
、

そ
れ
が
三
沢
さ
ん
の
詩
の
源
に
な
っ

て
い
ま
す
。

帰
っ
て
き
て
か
ら
…
…
」
と
い
う
一

節
が
出
て
き
た
の
で
し
た
。

三
沢
さ
ん
は
、
裕
子
さ
ん
と
出
か

と
な
っ
て
、
こ
の
作
品
は
出
来
ま
し

た
。裕

子
さ
ん
は
驚
き
ま
し
た
。
こ
ん

な
こ
と
ば
が
出
て
く
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。
実
は
、

裕
子
さ
ん
の
目
は
、
三
年
ほ

ど
前
か
ら
病
気
で
よ
く
見
え

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
父
・

武た
け

夫お

さ
ん
（
59
歳
）
が
仕
事

か
ら
帰
宅
し
た
後
、
買
い
物

や
料
理
な
ど
の
家
事
を
し
て

い
ま
す
。
裕
子
さ
ん
が
、
三

沢
さ
ん
に
な
ぜ
、
お
父
ち
ゃ

ん
が
お
母
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た

の
か
を
尋
ね
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
作
品
中
の
「
仕
事
か
ら

作品の一部を割りばしのペンで書いてくれた三沢さん作品の一部を割りばしのペンで書いてくれた三沢さん作品の一部を割りばしのペンで書いてくれた三沢さん 自分の作品を手にする市村さん自分の作品を手にする市村さん自分の作品を手にする市村さん

NHKハート展で入選した市村さんの作品

「
お
母
ち
ゃ
ん
と
お
父
ち
ゃ
ん
と
ぼ
く
」

お
母
ち
ゃ
ん
の
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
。

ぼ
く
の
お
父
ち
ゃ
ん
は
、

お
母
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
。

仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
て
か
ら
、

買
い
物
に
行
っ
て
、

ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ
る
。

そ
う
じ
も
し
て
く
れ
る
。

ぼ
く
は
、
お
母
ち
ゃ
ん
と
手
を
つ
な
い

で
歩
く
。

「
車
、
来
る
よ
。」

「
曲
が
る
よ
。」

三
人
で
行
く
ス
ー
パ
ー
で
の
買
い
物
が

楽
し
み
で
す
。

NHKハート展で入選した三沢さんの作品

「
幸
せ
」

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

も
し
か
し
て

お
と
う
さ
ん
は

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら

生
ま
れ
た
の

あ
り
が
と
ね
ぇ



川越市の面積は109.16km2
まちのできごと 109

ト ー ク

パレット

浦和レッズの皆さんと……
浦和レッズの選手だった皆さんとサッカーを通じて交流す

る、「浦和レッズハートフルサッカー」が３月19日にオアシ

スで行われました。参加した皆さんは、

体育館を駆け回り、額に汗を輝かせて

いました。休憩中も浦和レッズの皆さ

んとボールで遊んでいる姿が見られ、

楽しいひとときを過ごしていました。

病気を防ぐために「ふせぎ」
３月20日、尾崎神社（笠

かさ

幡
はた

）で、芳
ほう

地
じ

戸
ど

のふせぎ

（市指定・無形民俗文化財）が行われました。享
きょう

保
ほう

６年

（1721）に疫病が流行し、それが地区内に広がらない

よう始まったといわれています。午前中に大人たちが境

内でわらや竹を使って、みこしと辻
つじ

札
ふだ

を作ります。午後

は、子どもたちが辻札を持ち、皆さんで尾崎神社を出発。

３時間かけて、地区内の家々を歩いて回りました。

広げよう！　子育ての輪
２月26日、総合保健センターで行われた「川越子育てフ

ェスタ」。これは、昨年から始まった「子育てアイデア会議」

に参加した母親の皆さんが、子育ての輪が広がるようにと企

画し開催したものです。子育てシンポジウムのほか、ミニコ

ンサートやおもちゃ作り、親子クッキングなどたくさんの催

し物が行われ、「子どもだけでなく、大人もいっしょに楽し

めたのでとてもよかった」と参加者に大好評でした。

さぁ、さぁ、さぁ、もっとスピードアップ！もっとスピードアップ！もっとスピードアップ！

子どもたちが持っているのが辻札、後ろにみこしが続きます
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■
表
通
り
裏
通
り
■

平
成
十
年
の
世
界
選
手

権
で
日
本
代
表
と
し
て
活

躍
を
し
た
節
政
さ
ん
は
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
Ｊ
Ｂ

Ｌ
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ
の
東

芝
ブ
レ
イ
ブ
サ
ン
ダ
ー
ス

に
所
属
し
て
い
ま
す
。

三
月
十
二
日
〜
十
四

日
、
川
越
運
動
公
園
総
合
体
育
館
で
、
上
位
四
チ
ー
ム
に

よ
る
プ
レ
ー
オ
フ
セ
ミ
フ
ァ
イ
ナ
ル
（
準
決
勝
）
が
行
わ

れ
、
節
政
さ
ん
の
チ
ー
ム
も
参
加
。
初
日
の
試
合
開
始
前
、

小
学
生
の
と
き
に
入
っ
て
い
た
武
蔵
野
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
で
現
在
主
将
を
し
て
い
る
佐さ

野の

健け
ん

太た

く
ん

か
ら
、
激
励
の
花
束
を
受
け
取
り
ま
し
た
。「
後
輩
た
ち

の
前
だ
け
ど
意
識
せ
ず
、
ふ
だ
ん
ど
お
り
の
試
合
を
し
た

い
」
と
節
政
さ
ん
。
気
合
い
の
入
っ
た
表
情
で
攻
守
に
渡

り
活
躍
を
見
せ
、
場
内
を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

第
一
戦
は
快
勝
。「
川
越
で

試
合
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
そ

し
て
、勝
て
て
よ
か
っ
た
で
す
」

と
試
合
後
、
節
政
さ
ん
は
ほ
っ

と
し
た
表
情
。
チ
ー
ム
は
そ
の

後
、
フ
ァ
イ
ナ
ル
（
決
勝
）
へ

と
勝
ち
上
が
り
、
三
勝
二
敗
で

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

節せ
つ

政ま
さ

貴た
か

弘ひ
ろ

さ
ん
（
32
歳
） 人

川

越

12
ゴール目指してドリブルで相手を交わすゴール目指してドリブルで相手を交わすゴール目指してドリブルで相手を交わす

後輩から後輩から後輩から激励の花束激励の花束激励の花束

白玉だんご、白玉だんご、白玉だんご、
上手にできるかな？上手にできるかな？上手にできるかな？

こっちにパスこっちにパスこっちにパスだ！だ！だ！



桜
の
咲
き
具
合
を
見
に
、
三
月
二
十

九
日
、
伊
佐
沼
へ
出
か
け
ま
し
た
。
初

雁
球
場
の
辺
り
か
ら
市
道
〇
〇
〇
一
号

線
を
行
く
と
薬
師
神
社
が
あ
り
、
そ
の

近
く
に
伊
佐
沼
代
用
水
路
に
架
か
る
北

伊
佐
沼
橋
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
橋
の
欄

干
が
、
ふ
と
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。

近
づ
い
て
い
く
と
、
波
間
に
漂
う
水

鳥
と
ハ
ス
や
ア
シ
な
ど
が
透
か
し
彫
り

に
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
の
反
対
側
か

ら
眺
め
る
と
、
伊
佐
沼
や
桜
の
木
も
い
っ
し
ょ
に
見
渡
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
つ
い
、
桜
だ
け
に
関
心
が
向
い
て
し
ま
い
が
ち
な
、
こ
の

時
期
。
伊
佐
沼
が
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
や
ハ
ス
の
花
の
名
所
で
も

あ
る
こ
と
を
、
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

そ
う
い
え
ば
見
た
と
き
に
は
、
つ

ぼ
み
が
赤
み
を
帯
び
、
だ
い
ぶ
膨
ら

ん
で
い
た
伊
佐
沼
の
桜
。
こ
の
広
報

が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ
に
、
ち
ょ
う
ど

花
見
時
を
迎
え
そ
う
で
す
。
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風が強い日が続いたら、翌日は穏や

かに晴れ渡り、その翌日は冷たい雨。

天気が目まぐるしく変わる、この時期。

桜の花が、つい心配になります$天気

といえば、市民の方からこんな話を頂

きました。「大雪が降った３月４日、

午後４時ごろに入間川の初雁橋を車で

通りかかると、橋の歩道の雪かきをし

ている方を見かけました。用事を終え

た午後７時ごろ、橋を通るとまだ雪か

きを続けていました。寒い中、黙々と

続けている姿を見て、橋の歩道を歩く

方に代わって感謝しました」。すてき

な話、ありがとうございました。

表
紙
の
地
図

25

ま
ち
の
中
に
あ
る
美
術
作
品
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

ア
ー
ト
な

越
川

TV わが街川越　番組ガイドTV わが街川越 番組ガイドTV わが街川越 番組ガイド
平
成
十
七
年
度
予
算
を
お
伝
え
し
ま
す

厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
財
源
を
重
点

的
か
つ
効
率
的
に
配
分
し
た
内
容
の
新
年

度
予
算
に
つ
い
て
、
舟
橋
市
長
が
説
明
し

ま
す
。
五
月
上
旬
ま
で
市
内
各
地
で
行
わ

れ
る
、
小
江
戸
川
越
春
ま
つ
り
に
つ
い
て

も
お
伝
え
し
ま
す
。

テプコケーブルテレビ（９ch）
４月25日席～５月１日隻
午前６時30分～・午後０時30分～・午後４時30分～・午後７時30分～・午後９時30分～

テレビ埼玉（38ch） 毎月第１・第３土曜日とその翌日の日曜日に放映

４月16日析／午前９時30分～９時40分
４月17日隻／午後５時30分～５時40分

川越ケーブルテレビ（15ch）
４月15日昔まで
午前９時20分～・午後０時45分～・午後４時20分～・午後５時45分～・
午後８時45分～（金～日曜日）・午後10時50分～（月～木曜日）

＊変更になることがあります。あらかじめご了承ください。

収録の様子（KCVスタジオ）

農業ふれあい 
センター 
　　●   　 

国道16号 

至初雁球場 

伊
佐
沼 

 

薬師神社 
　　　● 

　　　　　　　● 

川越バンテアン　 
 

 

　 
 　　　　　　● 
作品位置 


